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Ⅰ．調　査　概　要



Ⅰ　調 査 概 要

　都内の民営事業所における受動喫煙防止対策の実施状況及び課題、取組事例等を把握し、今後

の職場における受動喫煙防止対策の推進方策検討のための基礎資料とすることを目的として調査

を実施した。

１．事業所調査

（１）アンケート調査

① 調査の対象者 都内の民営事業所4,000事業所

② 標本の抽出 平成18年事業所・企業統計調査（総務省）から以下の条件に該当する事業所

を無作為抽出

：常時雇用者数10人以上

：産業分類で農業・林業、漁業、公務は除外

：事業所形態で、店舗、飲食店、旅館等は除外

③ 調査方法 郵送法（郵送配布－郵送回収）

④ 調査期間 平成２２年９月３日～平成２２年９月２７日

（２）ヒアリング調査

① 調査の対象者 アンケート調査回答者のうち５０事業所

② 調査方法 個別訪問による聞き取り調査

③ 調査期間 平成２２年１１月中旬～平成２２年１２月中旬

２．従業員調査

① 調査の対象者 アンケート調査で抽出された事業所のうち、400事業所の従業員4,000人

（各事業所10人）

② 調査方法 郵送法（郵送配布－郵送回収）

③ 調査期間 平成２２年９月３日～平成２２年９月２７日

　今回調査した調査事項は、以下の通りである。具体的な質問項目、内容については、後掲の調

査票を参照。

１．事業所調査

（１）事業所の属性について （問１～問５）

（２）受動喫煙に関する情報認知について （問６～問７）

（３）現在実施している受動喫煙対策について （問８～問１２）

（４）今後実施予定の受動喫煙対策について （問１３）

（５）喫煙対策について （問１４～問１５）

（６）行政への要望 （問１６）

＜問番号＞＜調査内容＞

２．調査の方法

１．調査の目的

３．アンケート調査調査項目
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２．従業員調査

（１）回答者の属性について （問１）

（２）受動喫煙に関する情報認知について （問２）

（３）職場における受動喫煙対策について （問３～問６）

（４）（職場での）喫煙習慣・実態について （問７）

（５）禁煙・節煙意向について （問８～問１０）

（６）禁煙治療について （問１１）

１．事業所調査

標　本　数 ４，０００事業所

有効回収数 １，９３０事業所

有効回収率 ４８．３％

２．従業員調査

標　本　数 ４，０００標本

有効回収数 １，３７４人

有効回収率 ３４．４％

（１） 集計は、小数点第２位を四捨五入しているので、数値の合計が１００％にならない場合が

ある。

（２） 回答の比率（％）は、その設問の回答者数を基数として算出しているので、複数回答の設

問は、すべての比率を合計すると１００％を超えることがある。

（３） 本文や図表中の選択肢表記は、一部語句を短縮、省略化している。

（４） 回答数が２０未満と小さいものについては、比率が動きやすく分析には適さないため、参

考として示すにとどめている。

Ｎ＝調査対象者数

n ＝各質問ごとの回答者数

＜調査内容＞ ＜問番号＞

４．アンケート調査回収状況

５．報告書の見方

６．数の表現

- 4 -



Ⅱ．調　査　結　果



Ⅱ　調 査 結 果

１　事業所アンケート調査

（１）業種

問１ 貴事業所の業種は次のどれですか。（主な業種を一つ）

　事業所の業種をみると、「卸売業、小売業」が14.2％と最も多く、続いて「製造業」が13.1％、

「複合サービス事業及びその他のサービス業」が10.2％と続いている。

図1-1．業種（N=1,930）

製造業
13.1%

情報通信業
6.9%

金融業、
保険業
9.0%

その他
9.9%

運輸業、郵便業
11.5%

電気・ガス・熱
供給・水道業

1.6%

不明・無回答
4.1%

建設業
7.5%

鉱業、採石業、
砂利採取業

0.0%

卸売業、
小売業
14.2%

不動産業、
物品貸借業

1.6%

生活関連サービス
業、娯楽業

1.9%

複合サービス事業
及びその他の
サービス業

10.2%

医療、福祉
3.1%

宿泊業、飲食
サービス業

0.7%

学術研究、専門・技
術サービス業

3.8%

教育、学習支援業
1.0%
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（２）労働者数

問２ 貴事業所の常時労働者数（正社員、契約社員、パートタイム労働者含む）は何人ですか。

　事業所の常時労働者数をみると、「10～29人」の事業所が28.0％と最も多く、続いて「50～

99人」の事業所が17.6％、「100～299人」の事業所が16.6％と続いている。

（３）事業所形態

問３ 貴事業所の形態は次のうちどれですか。（○は１つ）

　事業所の形態をみると、「事務所・営業所」の事業所が84.8％を占め、続いて「工場・作業所」

の事業所が6.6％、「輸送センター・配送センター」の事業所が2.6％と続いている。

図1-2．労働者数（N=1,930）

図1-3．事業所形態（N=1,930）

不明・無回答

3.3%
１，０００～４，９９９
人

4.1%

９人以下

6.5%

１０～２９人

28.0%

５０～９９人

17.6%

３００～９９９人

12.1%

５，０００人以上

0.3%

３０～４９人

11.6%

１００～２９９人

16.6%

事務所・営業所
84.8%

工場・作業所
6.6%

その他
5.4%

輸送センター・
配送センター

2.6%

不明・無回答
0.6%
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（４）敷地・建物の形態

問４ 貴事業所の敷地・建物の管理形態は次のうちどれですか。（○は１つ）

　事業所の敷地・建物の形態をみると、「自社ビルでない（テナントとして入居等）」の事業所

が59.7％を占め、最も多い。続いて「自社ビルで自社所有の屋外敷地あり」の事業所が25.6％、

「自社ビルで自社所有の屋外敷地なし（又はほとんどなし）」の事業所が11.1％と続いている。

（５）喫煙者率

問５ 貴事業所の喫煙者率（喫煙習慣のある人の割合）はおおよそ次のどれくらいですか。

（○は１つ）

　喫煙者率をみると、「20％以上40％未満」の事業所が39.7％で最も多く、続いて「20％未満」

が24.7％、「40％以上60％未満」が18.8％と続いており、喫煙者が40％未満の事業所は64.4％

となり、６割を超えている。

図1-4．敷地・建物の形態（N=1,930）

図1-5．喫煙者率(N=1,930)

自社ビルでない
（テナントとして
入居等）
59.7%

不明・無回答
0.3%

その他
3.3%

自社ビルで自社所
有の屋外敷地なし
(又はほとんどな
し)

11.1%

自社ビルで自社所
有の屋外敷地あり

25.6%

20％以上
40％未満
39.7%

60％以上
80％未満

6.0%

不明・無回答
0.4%

80％以上
2.1%

40％以上
60％未満
18.8%

20％未満
24.7%

喫煙者はいない
2.4%

わからない
6.1%
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■　喫煙者率（総労働者数別）

　喫煙者率を常時労働者数別にみると、「喫煙者はいない」の事業所の割合は、９人以下の事業所

の18.4％が突出して高くなっている一方、「40％以上60％未満」の割合も比較的高く、喫煙者の割

合が低い事業所と高い事業所が、混在していると考えられる。

　また、「20％未満」の事業所の割合は、「30人から49人」「50人から99人」の事業所で、それぞ

れ約３割程度にのぼっている。

　「20％以上40％未満」の事業所の割合は、「50人から99人」「300人から999人」「1,000人から

4,999人」といった比較的中規模・大規模事業所での割合が高く、45％～48％台となっている。

※「N数が20未満の属性」についてはコメントせず

Ｎ

全  体 (1,930)

９人以下 (125)

１０～２９人 (540)

３０～４９人 (224)

５０～９９人 (340)

１００～２９９人 (320)

３００～９９９人 (233)

１，０００～４，９９９人 (80)

５，０００人以上 (5)

※総労働者数が「不明・無回答」（N=63）は、作図せず

【
総
労
働
者
数
別

】

図1-6．喫煙者率（総労働者数別）

2.4

18.4

3.7

0.4

0.0

0.0

0.4

0.0

0.0

24.7

17.6

25.4

29.5

29.4

24.7

16.7

21.3

20.0

39.7

23.2

35.0

45.6

39.7

45.5

48.8

20.0

18.8

25.6

23.7

17.0

14.4

18.4

18.0

6.0

8.0

8.3

6.1

2.2

3.5

11.6

14.2

21.3

40.0 20.0

40.6

7.5

0.0

5.0

1.3

0.0

3.4

4.4

8.0

2.1

2.8

1.8

0.9

6.4

1.8

1.3

0.0

0.0

0.8

0.9

0.3

0.4

0.2

0.0

0.4

0.0

0.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

喫煙者はいない      20％未満            20％以上40％未満    

40％以上60％未満    60％以上80％未満    80％以上            

わからない          不明・無回答        
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（６）受動喫煙の健康影響の認知度

問６ 受動喫煙（他人のたばこの煙を吸わされること）により非喫煙者は目の痛みや鼻づまり、

頭痛などの不快症状だけに止まらず、肺がんや循環器疾患等のリスクが上昇するとされ

ています。このように受動喫煙により健康に悪影響が生じることを知っていますか。

（○は１つ）

　受動喫煙により健康に悪影響が生じることについての認知度をみると、「ある程度知ってい

る」が81.0％を占め、「詳しい内容を知っている」は18.2％となっている。「知らない」は

0.5％にとどまり、９割以上はある程度以上、健康への悪影響について知っている。

図1-7．受動喫煙の健康影響の認知度（N=1,930）

知らない
0.5%

不明・無回答
0.1%

その他
0.2%

ある程度知ってい
る

81.0%

詳しい内容を
知っている

18.2%
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（７）国の「職場における受動喫煙防止対策に関する検討会報告」の認知度

問７ 厚生労働省が設置した「職場における受動喫煙防止対策に関する検討会」により、｢労働者

の受動喫煙の機会を低減させることは、事業者の努力義務ではなく、義務とすべきである｣

とする報告書が平成22年5月に発表されたことを知っていますか。（○は１つ）

　国の「職場における受動喫煙防止対策に関する検討会報告」についての認知度をみると、「発表

されたことは知っているが、内容はよく知らない」と「知らない」はそれぞれ41.6％を示し、「内

容も含め知っている」は16.3％となっている。

図1-8．国の「職場における受動喫煙防止対策に関する検討会報告」の認知度（N=1,930）

知らない
41.6%

不明・無回答
0.5%その他

0.1%

発表されたことは
知っているが内容
はよく知らない

41.6%

内容も含め
知っている

16.3%

- 12 -



（８）受動喫煙防止対策の実施状況

問８ 貴事業所における受動喫煙防止対策は、現在、どのようになっていますか。（○は１つ）

　受動喫煙防止対策の実施状況をみると、「建物内は全面禁煙」の事業所が約４割（41.0％）と

最も多く、続いて「空間分煙で、屋外排気装置を設置した喫煙場所がある」事業所が約３割

（31.6％）となっている。

図1-9．受動喫煙防止対策の実施状況（N=1,930）

特に対策を
していない
（どこでも吸える）

4.6%

空間分煙で、
ついたて等で区画
されているが屋外
排気装置のない
喫煙場所がある

11.2%

不明・無回答
0.5%

喫煙場所を
限定している

11.1%

空間分煙で、屋外
排気装置を設置し
た喫煙場所がある

31.6%

建物内は全面禁煙
41.0%
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■　受動喫煙防止対策の実施状況（業種別）

　受動喫煙防止対策の実施状況を業種別にみると、「建物内は全面禁煙」の事業所の割合は「医療・

福祉」が最も高く、74.6%となっている。

　「建物内は全面禁煙」の事業所と「空間分煙で、屋外排気装置を設置した喫煙場所がある」事業所

を合わせた割合が８割を超えているのは、「電気・ガス・熱供給・水道業」（80.0％）、「情報通信

業」（84.2％）、「学術研究、専門・技術サービス業」（85.1％）、「医療、福祉」（84.8％）であ

る。

　一方、「特に対策をしていない」事業所の割合が最も高いのは、「建設業」で15.9％となっている。

※「N数が20未満の属性」についてはコメントせず

Ｎ

全  体 (1,930)

建設業 (145)

製造業 (252)

電気・ガス・熱供給・水道
業

(30)

情報通信業 (133)

運輸業、郵便業 (222)

卸売業、小売業 (275)

金融業、保険業 (174)

不動産業、物品貸借業 (30)

学術研究、専門・技術
サービス業

(74)

宿泊業、飲食サービス業 (14)

生活関連サービス業、娯
楽業

(36)

教育、学習支援業 (19)

医療、福祉 (59)

複合サービス事業及び上
記以外のサービス業

(197)

その他 (191)

※業種の「鉱業、採石業、砂利採取業」は、N=0のため作図せず
※業種が「不明・無回答」（N=79）は、作図せず

【
業
種
別

】

図1-10．受動喫煙防止対策の実施状況（業種別）（N=1,930）

41.0

29.7

37.7

42.1

42.5

38.5

50.0

55.4

57.1

38.9

68.4

74.6

54.8

38.2

31.6

28.3

37.7

66.7

42.1

39.2

27.6

40.2

20.0

29.7

21.4

27.8

21.1

10.2

23.4

24.1

11.2

13.1

9.9

9.8

11.3

10.9

12.6

16.7

9.5

19.4

5.3

5.1

9.6

18.3

11.1

13.1

10.3

3.3

3.8

16.2

15.6

7.5

10.0

4.1

7.1

13.9

5.3

6.8

9.1

14.1

4.6

15.9

4.4

13.3

9.5

2.5

3.3

7.1

2.5

3.1

7.1

13.3

23.9

0.0

3.3

0.0

1.1

1.5

1.7

0.0

1.4

2.1

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.7

0.0

0.7

0.8

0.0

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建物内は全面禁煙

空間分煙で、屋外排気装置を設置した喫煙場所がある

空間分煙で、ついたて等で区画されているが屋外排気装置のない喫煙場所がある

喫煙場所を限定している

特に対策をしていない（どこでも吸える）

不明・無回答
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■　受動喫煙防止対策の実施状況（総労働者数別）

　受動喫煙防止対策の実施状況を常時労働者数別にみると、労働者数が少ないほど「建物内は全面

禁煙」の事業所の割合は高くなり、一方で「特に対策をしていない」事業所の割合も高くなる。

　また、「空間分煙で屋外排気装置を設置した喫煙場所がある」事業所の割合は、労働者数が多い

ほど高くなる傾向があり、「1,000人から4,999人」の事業所では７割近く（68.8%）になっている。

※「N数が20未満の属性」についてはコメントせず

Ｎ

全  体 (1,930)

９人以下 (125)

１０～２９人 (540)

３０～４９人 (224)

５０～９９人 (340)

１００～２９９人 (320)

３００～９９９人 (233)

１，０００～４，９９９人 (80)

５，０００人以上 (5)

※総労働者数が「不明・無回答」（N=63）は、作図せず

【
総
労
働
者
数
別

】

図1-11．受動喫煙防止対策の実施状況（総労働者数別）

41.0

56.8

52.4

42.1

21.9

20.0

20.0

31.6

14.4

14.1

24.6

31.8

44.4

57.5

68.8

60.0

11.2

5.6

8.1

13.8

15.0

11.6

10.0

20.0

11.1

11.2

15.4

10.7

9.4

10.3

8.2

1.3

4.6

12.0

9.6

47.8

28.8

12.9

0.0

2.7

1.3

0.9

0.0

0.0

2.1

0.0

0.0

0.3

1.3

0.0

0.0

0.9

0.4

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建物内は全面禁煙

空間分煙で、屋外排気装置を設置した喫煙場所がある

空間分煙で、ついたて等で区画されているが屋外排気装置のない喫煙場所がある

喫煙場所を限定している

特に対策をしていない（どこでも吸える）

不明・無回答
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■　受動喫煙防止対策の実施状況（事業所形態別）

　受動喫煙防止対策の実施状況を事業所形態別にみると、「建物内は全面禁煙」の事業所の割合は、

「工場・作業所」で低く、26.0％となっている。

　「特に対策をしていない（どこでも吸える）」事業所の割合は、「工場・作業所」で特に高く

（14.2％）、最も割合が低い「輸送センター・配送センター」における2.0％の７倍以上となって

いる。

　「喫煙場所を限定している」事業所と「特に対策をしていない（どこでも吸える）」事業所を合

わせた割合が高いのは、「工場・作業所」（32.3％）と「輸送センター・配送センター」

（27.5％）である。

Ｎ

全  体 (1,930)

事務所・営業所 (1,636)

工場・作業所 (127)

輸送センター・配送
センター

(51)

その他 (105)

※事業所形態が「不明・無回答」（N=11）は、作図せず

【
事
業
所
形
態
別

】

図1-12．受動喫煙防止対策の実施状況（事業所形態別）

41.0

42.7

26.0

37.1

31.6

32.2

26.0

33.3

27.6

11.2

11.2

14.2

12.4

11.1

9.8

18.1

25.5

15.2

4.6

3.8

14.2

35.3 3.9

2.0

5.7

0.0

0.4

1.9

1.6

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建物内は全面禁煙

空間分煙で、屋外排気装置を設置した喫煙場所がある

空間分煙で、ついたて等で区画されているが屋外排気装置のない喫煙場所がある

喫煙場所を限定している

特に対策をしていない（どこでも吸える）

不明・無回答
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■　受動喫煙防止対策の実施状況（敷地・建物の形態別）

　受動喫煙防止対策の実施状況を敷地・建物の形態別にみると、「建物内は全面禁煙」の事業所の

割合は、「自社ビルでない（テナントとして入居等）」で46.8％と最も高くなっている。

  また、「空間分煙で屋外排気装置を設置した喫煙場所がある」事業所の割合は、「自社ビルで自

社所有の屋外敷地あり」の事業所で37.9％と高くなっている。

  「喫煙場所を限定している」事業所と「特に対策をしていない（どこでも吸える）」事業所を合

わせた割合が高いのは、「自社ビルで自社所有の屋外敷地なし（又はほとんどなし）」の事業所で

25.6％となっている。

Ｎ

全  体 (1,930)

自社ビルで自社所有の
屋外敷地あり

(494)

自社ビルで自社所有の屋外
敷地なし( 又はほとんどなし)

(215)

自社ビルでない（テナント
として入居等）

(1,153)

その他 (63)

※敷地・建物の形態が「不明・無回答」（N=5）は、作図せず

【
敷
地
・
建
物
の
形
態
別

】

図1-13．受動喫煙防止対策の実施状況（敷地・建物の形態別）

41.0

31.0

35.3

28.6

31.6

37.9

29.3

29.0

39.7

11.2

10.9

9.8

14.3

11.1

13.0

20.0

8.8

7.9

4.6

6.9

5.6

3.246.8 11.5

7.9

0.6

0.4

1.6

0.0

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建物内は全面禁煙

空間分煙で、屋外排気装置を設置した喫煙場所がある

空間分煙で、ついたて等で区画されているが屋外排気装置のない喫煙場所がある

喫煙場所を限定している

特に対策をしていない（どこでも吸える）

不明・無回答
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■　受動喫煙防止対策の実施状況（喫煙者率別）

　受動喫煙防止対策の実施状況を喫煙者率別にみると、「建物内は全面禁煙」の事業所の割合は、

喫煙者率が低いほど高い傾向があり、「喫煙者はいない」事業所では67.4％と最も高くなってお

り、喫煙者率が「20％未満」の事業所でも54.0％と５割を超えている。

　また、「空間分煙で屋外排気装置を設置した喫煙場所がある」事業所の割合は、喫煙者率が

「20％以上40％未満」の事業所で36.7％と高くなっている。

　「喫煙場所を限定している」事業所と「特に対策をしていない（どこでも吸える）」事業所を

合わせた割合は、喫煙者率が「60％以上80％未満」の事業所で34.8％、「80％以上」の事業所で

37.5％と高くなっている。

　特に、喫煙者率が「80％以上」の事業所では、「特に対策をしていない」事業所が30.0％と３

割にのぼっている。

Ｎ

全  体 (1,930)

喫煙者はいない (46)

20％未満 (476)

20％以上40％未満 (766)

40％以上60％未満 (363)

60％以上80％未満 (115)

80％以上 (40)

わからない (117)

※喫煙者率が「不明・無回答」（N=7）は、作図せず

【
喫
煙
者
率
別

】

図1-14．受動喫煙防止対策の実施状況（喫煙者率別）

41.0

67.4

54.0

34.4

30.0

30.8

31.6

10.9

26.3

36.7

29.8

21.7

22.5

46.2

11.2

8.4

12.1

14.8

10.0

12.8

11.1

10.9

8.4

9.5

17.4

16.5

7.5

8.5

4.6

8.7

18.3

30.0

38.5

28.7

2.2

12.4 2.3

2.1

1.7

5.8

0.0

0.0

0.5

0.0

0.0

0.6

0.8

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建物内は全面禁煙

空間分煙で、屋外排気装置を設置した喫煙場所がある

空間分煙で、ついたて等で区画されているが屋外排気装置のない喫煙場所がある

喫煙場所を限定している

特に対策をしていない（どこでも吸える）

不明・無回答
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　　■　受動喫煙防止対策の実施状況（受動喫煙の健康影響の認知度別）

　受動喫煙防止対策の実施状況を受動喫煙の健康影響の認知度別にみると、「詳しい内容を知って

いる」事業所では、「建物内は全面禁煙」の事業所と「空間分煙で、屋外排気装置を設置した喫煙

場所がある」事業所を合わせた割合が81.3％となっており、８割を超えている。

Ｎ

　　全  体 (1,930)

　　詳しい内容を
　　知っている

(352)

　　ある程度知っている (1,563)

　　知らない (9)

　　その他 (4)

※受動喫煙の健康への影響の認知度で「不明・無回答」（N=2）は、作図せず

【
受
動
喫
煙
の
健
康

影
響
の
認
知
度
別

】

図1-15．受動喫煙防止対策の実施状況（受動喫煙の健康影響の認知度別）

41.0

37.8

41.8

25.0

31.6

43.5

29.0

22.2

25.0

11.2

9.4

11.7

25.0

11.1

7.1

12.0

22.2

0.0

4.6

5.0

11.133.3 0.0

2.3

25.0

11.1

0.0

0.0

0.6

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建物内は全面禁煙

空間分煙で、屋外排気装置を設置した喫煙場所がある

空間分煙で、ついたて等で区画されているが屋外排気装置のない喫煙場所がある

喫煙場所を限定している

特に対策をしていない（どこでも吸える）

不明・無回答
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■　受動喫煙防止対策の実施状況（検討会報告の認知度別）

　受動喫煙防止対策の実施状況を、国の「職場における受動喫煙防止対策に関する検討会」による

報告書の認知度別にみると、「内容も含め知っている」事業所では、「建物内は全面禁煙」の事業

所と「空間分煙で、屋外排気装置を設置した喫煙場所がある」事業所を合わせた割合が、80.2％と

なっており、８割を超えている。

図1-16．受動喫煙防止対策の実施状況（検討会報告の認知度別）

Ｎ

全  体 (1,930)

内容も含め知っている (314)

発表されたことは知って
いるが内容はよく知らな
い

(802)

知らない (802)

その他 (2)

※検討会報告の認知度で「不明・無回答」（N=10）は、作図せず

検
討
会
報
告
の
認
知
度
別

41.0

36.3

37.7

50.0

31.6

43.9

33.4

24.9

0.0

11.2

10.8

12.5

50.0

11.1

6.1

12.3

12.0

4.6

3.7

6.446.0 10.1

0.0

2.2

0.0

0.6

0.6

0.0

0.4

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

建物内は全面禁煙

空間分煙で、屋外排気装置を設置した喫煙場所がある

空間分煙で、ついたて等で区画されているが屋外排気装置のない喫煙場所がある

喫煙場所を限定している

特に対策をしていない（どこでも吸える）

不明・無回答
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（９）屋外の喫煙場所の設置状況

（問８で「１．建物内は全面禁煙」を選んだ事業所のみお答えください）

問９ 自社所有の屋外（敷地内）での喫煙場所を制限していますか。（○は１つ）

　建物内全面禁煙の事業所に屋外での喫煙場所の設置状況をみると、「屋外での喫煙場所を指定

している」が65.2％を占め最も多く、続いて「自社所有の屋外部分はない」の19.0％となってい

る。

図1-17．屋外の喫煙場所の設置状況（ｎ=791）

不明・無回答
0.8%

屋外（敷地内）では
喫煙場所を制限せ
ず、どこでも吸える

5.8%

自社所有の
屋外部分はない

19.0%

屋外での喫煙場所
を指定している

65.2%

屋外も全面禁煙
（敷地内禁煙）

9.2%
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（10）建物内を全面禁煙にしていない理由

（問８で「２．屋外排気装置ありの空間分煙」「３．屋外排気装置なしの空間分煙」「４．喫煙場所限定」「５．対策

していない」のいずれかを選んだ事業所のみお答えください）

問10 建物内を全面禁煙にしていない理由は何ですか。（複数回答可）

　建物内全面禁煙ではない事業所に、建物内を全面禁煙にしない理由を聞くと、「分煙ができて

いるので、建物内を全面禁煙にする必要を感じない」が最も多く、53.1％を占めている。続いて、

「事業所内の合意が得られない」（23.9％）、「自社ビルでないため自社の判断で禁煙にできな

い（テナント等）」（14.0％）となっている。

分煙ができているので、建物内を全面禁煙にする必要を感じない

事業所内の合意が得られない

自社ビルでないため自社の判断で禁煙にできない（ﾃﾅﾝﾄ等）

来客者が多く協力を求めるのが難しい

経営トップの理解・指示がない

その他

不明・無回答

図1-18．建物内を全面禁煙にしていない理由（N=1,129）

53.1

23.9

14.0

9.4

7.6

13.0

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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■　建物内を全面禁煙にしていない理由（受動喫煙防止対策の実施状況別）

　建物内を全面禁煙にしない理由を受動喫煙対策の実施状況別にみると、「屋外排気装置がある空間

分煙を実施している」事業所では、「分煙ができているので、建物内を全面禁煙にする必要性を感じ

ない」が、他の実施状況の事業所よりも多く、６割にのぼり、実施している受動喫煙対策がより厳密

になるほど、割合は高くなる傾向にある。

　また、「特に対策をしていない（どこでも吸える）」事業所では、「事業所内の合意が得られない」

「来客者が多く協力を求めるのが難しい」「経営トップの理解・指示がない」などの割合が、他の実

施状況の事業所よりも高くなっている。

事業所内の合意が得られない

来客者が多く協力を求めるのが難しい

経営トップの理解・指示がない

その他

不明・無回答

分煙ができているので、
建物内を全面禁煙にする必要を感じない

自社ビルでないため
自社の判断で禁煙にできない（ﾃﾅﾝﾄ等）

図1-19．建物内を全面禁煙にしていない理由（受動喫煙防止対策の実施状況別）
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全体(n=1129)

空間分煙（屋外排気装置あり） (n=610)

空間分煙（ついたて等で区画されているが屋外排
気装置なし） (n=217)
喫煙場所を限定 (n=214)

特に対策をしていない（どこでも吸える）  (n=88) 
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（11）空間分煙をしていない理由

（問８で「３．屋外排気装置なしの空間分煙」「４．喫煙場所限定」「５．対策していない」のいずれかを選んだ

事業所のみお答えください）

問11 屋外排気装置のある喫煙場所を設けて空間分煙を行っていない理由は何ですか。

（複数回答可）

　屋外排気装置ありの空間分煙を実施していない事業所に、屋外排気装置のある喫煙場所を

設けて空間分煙にしない理由を聞くと、「建物の構造やスペースの問題で、屋外排気装置を

設置することができない」が最も多く、25.6％を占めている。続いて、「自社ビルでないた

め自社の判断でできない（テナント等）」（17.7％）となっている。

自社ビルでないため自社の判断でできない（ﾃﾅﾝﾄ等）

屋外排気装置を設置する資金がない

事業所内の合意が得られない

実施する必要を感じない

経営トップの理解・指示がない

どのように実施すればよいのか分からない

その他

不明・無回答

建物の構造やスペースの問題で、屋外排気装置を設置する
ことができない

図1-20．空間分煙をしていない理由（ｎ=519）
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■　空間分煙をしていない理由（受動喫煙防止対策の実施状況別）

　屋外排気装置のある喫煙場所を設けて空間分煙にしない理由を、受動喫煙対策の実施状況別にみる

と、「ついたて等で区画し屋外排気装置のない空間分煙を実施している」事業所では、「建物の構造

やスペースの問題で、屋外排気装置を設置することができない」や「自社ビルでないため自社の判断

でできない（テナント等）」の割合が、他の実施状況の事業所よりも高くなっている。

　また、「特に対策をしていない（どこでも吸える）」事業所では、「事業所内の合意が得られない」

「実施する必要を感じない」「経営トップの理解・指示がない」の割合が、他の実施状況の事業所よ

りも高くなっている。

図1-21．空間分煙をしていない理由（受動喫煙防止対策の実施状況別）

建物の構造やスペースの問題で、屋外排気
装置を設置することができない

屋外排気装置を設置する資金がない

自社ビルでないため自社の判断でできない
（ﾃﾅﾝﾄ等）

事業所内の合意が得られない

不明・無回答

実施する必要を感じない

経営トップの理解・指示がない

どのように実施すればよいのか分からない

その他
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喫煙場所を限定 (n=214)

特に対策をしていない（どこでも吸える） 
(n=88) 
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（12-1）対策を実施した理由・きっかけ

（問８で「１．建物内は全面禁煙」または「２．屋外排気装置ありの空間分煙」を選んだ事業所のみお答えくだ

さい）

問12 実施されている受動喫煙対策について

① 対策を実施した理由又はきっかけは何ですか。（複数回答可）

　建物内全面禁煙及び屋外排気装置ありの空間分煙を実施している事業所に、対策を実施した

理由やきっかけを聞くと、「従業員の健康を守るのは事業主の責務であると思ったため」が最

も多く、44.3％を占めている。続いて、「従業員から苦情・要望があったため」（26.0％）、

「報道など世の中の流れを感じて、必要だと思ったため」（25.3％）、「本社の方針のため」

（22.8％）となっている。

従業員の健康を守るのは事業主の責務であると思ったため

従業員から苦情・要望があったため

報道などで世の中の流れを感じて、必要だと思ったため

本社の方針のため

入居しているビルの方針のため

顧客や来客者からの要望があったため

その他

不明・無回答

図1-22．対策を実施した理由・きっかけ（ｎ=1,401）
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（12-2）実施にあたり工夫が必要だったこと

（問８で「１．建物内は全面禁煙」または「２．屋外排気装置ありの空間分煙」を選んだ事業所のみお答え

ください）

問12 実施されている受動喫煙対策について

② 実施にあたって、工夫が必要だったのはどのような点ですか。工夫した内容も具体的

に教えてください。（複数回答可）

　建物内全面禁煙及び屋外排気装置ありの空間分煙を実施している事業所に、対策を実施するに

あたり工夫が必要だった点を聞くと、「事業所内の合意に関すること」が最も多く、22.6％とな

っている。続いて、「喫煙室又は喫煙コーナーを設ける際の建物の管理権限や構造・スペースに

関すること」（19.0％）となっている。

事業所内の合意に関すること

経営トップの説得に関すること

上記以外のこと

特にない（※）

不明・無回答

※「上記以外のこと」の回答の中から「特にない」を独立して設置

喫煙室又は喫煙コーナーを設ける際の建物の管理権限や
構造・スペースに関すること

図1-23．実施にあたり工夫が必要だったこと（ｎ=1,401）
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　建物内全面禁煙及び屋外排気装置ありの空間分煙を実施している事業所に、対策を実施するに

あたり工夫が必要だった点について、回答のあった具体的な内容のうち、代表的なものを、以下

に抜粋する。

※文末の（）内は、受動喫煙防止対策の実施状況/業種を示している。

１．経営トップの説得に関すること

・ 会社だけでなく社員自身の健康管理の問題として、法令や社会情勢、快適な職場環境構築等

を挙げて説明した。（建物内全面禁煙/情報通信業）

・ 従業員の健康は会社の業績にも影響を及ぼすことを経営トップへ説明。

（空間分煙・屋外排気装置あり/その他）

・ 法令や社会情勢の説明、またレイアウト変更と同じタイミングで行うことで個別に実施する

よりもコストを抑えることができることを説明した。（建物内全面禁煙/その他）

・ 健康面だけでなく火災のリスクや来客者へのイメージアップを盛り込んだ。

（建物内全面禁煙/卸売業、小売業）

・ 健康増進法の施行により事業者に受動喫煙防止が義務付けられたこと。非喫煙者からの苦情・

要望が極めて多く、労働組合からも対応が求められていること。禁煙が世界的潮流であり、

先進的に取り組むことが必要であること。（建物内全面禁煙/建設業）

・ 主要得意先等が先行して全面禁煙を実施している等の事実を挙げ、説得に努めた。

（空間分煙・屋外排気装置あり/複合サービス事業及びその他のサービス業）

２．事業所内の合意に関すること

・ 経営トップによる禁煙宣言を行った。猶予期間を設け、また時間禁煙等を経て、全面

禁煙を実施した。（建物内全面禁煙/情報通信業）

・ 幹部から禁煙をすすめ、模範となった。（建物内全面禁煙/不動産業、物品貸借業）

・ 従業員の意見を取り入れながら、ある程度トップダウンの形で行った。

（建物内全面禁煙/製造業）

・ 喫煙者、非喫煙者の代表が集まり、検討した。（建物内全面禁煙/卸売業、小売業）

・ ビル運営委員会で各社にアンケートを実施して、実態や要望を把握した。また、衛生委員会

での検討内容・要望を発表し、検討した。（空間分煙・屋外排気装置あり/金融業、保険業）

・ 規則重視で、規則を守らない場合はすべての場所で禁煙の条件をつけた。

（建物内全面禁煙/建設業）
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３．喫煙室又は喫煙コーナーを設ける際の建物の管理権限や構造・スペースに関すること

・ 喫煙室を設けるスペースが少なく苦慮した。煙が漏れないようビニールカーテンを設置した。

（空間分煙・屋外排気装置あり/運輸業、郵便業）

・ 運用責任を当社で持つことで、ビル管理会社の了承を得た。

（建物内全面禁煙/情報通信業）

・ 喫煙ルームにはエアコンがないので夏場は特に暑くなるため、窓を開けられるようにした。

（空間分煙・屋外排気装置あり/情報通信業）

・ 喫煙者の席をベランダに即出られる位置にレイアウトすることで、喫煙者からも納得を得ら

れた。（建物内全面禁煙/学術研究、専門・技術サービス業）

・ 喫煙室減少に伴う喫煙者集中による副流煙防止策として換気機器の分解清掃による換気性能

の向上と入り口ドアの変更（観音開→スライドドア）による空気の流出抑制。

（空間分煙・屋外排気装置あり/複合サービス事業及びその他のサービス業）

・ スペースの問題で個室が取れないのでエアーカーテン等を設置した。

（空間分煙・屋外排気装置あり/製造業）

４．上記以外に関すること

・ 喫煙場所に長居させないため、椅子は置かないこと、ポスターを掲示して健康管理意識を上

げることが必要であった。（空間分煙・屋外排気装置あり/運輸業、郵便業）

・ 禁煙デーの設置。毎月月末の午前中は喫煙所を含め、建物内喫煙禁止。

（空間分煙・屋外排気装置あり/その他）

・ 禁煙権、喫煙権の共有で、喫煙者には喫煙室、禁煙者にはリフレッシュコーナーを設置しま

した。（空間分煙・屋外排気装置あり/卸売業、小売業）

・ 喫煙所の整備のみで予算を確保するのがむずかしいため、社内のレイアウト変更にあわせて

煙漏れのない喫煙スペースにリニューアルしました。

（空間分煙・屋外排気装置あり/金融業、保険業）

・ 禁煙のための医療費等の負担、禁煙グッズの無料配布。（建物内全面禁煙/卸売業、小売業）

・ ・吸い殻も各自で処理するように灰皿を撤去した。ただし、お客様に関しては、ポケッ

ト灰皿を渡した。内装改修に伴い、室内ではなく屋外で吸うようにした。（建物内全面

禁煙/無回答）

・ 屋外スペースなので近隣幼稚園の通学時間帯を使用不可にするなど、近隣への配慮をした。

（建物内全面禁煙/建設業）

・ 喫煙時間帯を勤務時間外に制限している。（建物内全面禁煙/情報通信業）
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（12-3）対策を実施した結果

（問８で「１．建物内は全面禁煙」または「２．屋外排気装置ありの空間分煙」を選んだ事業所のみお答え

ください）

問12 実施されている受動喫煙対策について

③ 対策を実施した結果はいかがでしたか。（複数回答可）

　建物内全面禁煙及び屋外排気装置ありの空間分煙を実施している事業所に、対策を実施した結

果について聞くと、「従業員から好評を得た」が最も多く、43.7％を占めている。

　続いて、「喫煙するのが不便になったという苦情があった」（19.1％）、「従業員のうち喫煙

者が減少した」（18.1％）となっている。

従業員から好評を得た

喫煙するのが不便になったという苦情があった

従業員のうち喫煙者が減少した

従業員が喫煙のために離席する回数が減った

対策をもっと進めてほしいという意見があった

社外から好評を得た

建物外で喫煙することにより周囲から苦情があった

その他

特に変化はない

不明・無回答

図1-24．対策を実施した結果（ｎ=1,401）

43.7

19.1

18.1

8.9

7.8

4.6

3.2

5.1

16.5

18.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

- 30 -



（13）今後の受動喫煙防止対策の実施予定

問13 貴事業所において今後実施する予定の受動喫煙防止対策は、どのようなものですか。

（○は１つ）

　今後の受動喫煙防止対策の実施予定をみると、「建物内は全面禁煙」が43.4％で最も多く、続

いて「空間分煙（屋外排気装置あり）が29.4％、「喫煙場所を限定」が8.9％、「空間分煙（屋

外排気装置なし）」が8.4％となっている。

図1-25．今後の受動喫煙防止対策の実施予定（N=1,930）

特に対策の予定な
し

3.3%

空間分煙
（屋外排気装置な
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喫煙場所を限定
8.9%

空間分煙
（屋外排気装置あ
り）

29.4%

建物内は全面禁煙
43.4%
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■　今後の受動喫煙防止対策の実施予定（現在の受動喫煙防止対策の実施状況別）

　今後の受動喫煙防止対策の実施予定を、現在実施している受動喫煙防止対策別にみると、今後「建

物内は全面禁煙」を実施する予定の事業所の割合は、現在「建物内は全面禁煙」を実施している事業

所で最も高く89.9％となっており、現在実施している対策を引き続き継続して実施する予定の事業所

が、９割弱を示している。続いて、現在「空間分煙（屋外排気装置なし）」を実施している事業所の

15.7％となっている。

　また、今後「空間分煙（屋外排気装置あり）」を実施する予定の事業所の割合は、現在「空間分煙

で、屋外排気装置を設置した喫煙場所がある」事業所で最も高く、82.0％となっている。続いて、現

在「空間分煙（屋外排気装置なし）」を実施している事業所で、14.7％となっている。

　また、今後「空間分煙（屋外排気装置なし）」や「喫煙場所を限定」を実施予定の事業所の割合は、

現在同様の対策を行っている事業所において、６割台を示している。

Ｎ

全  体 (1,930)

建物内全面禁煙 (791)

空間分煙
（屋外排気装置あり）

(610)

空間分煙
（屋外排気装置なし）

(217)

喫煙場所を限定 (214)

特に対策の予定なし (88)

※受動喫煙対策の実施状況で「不明・無回答」（N=10）は、作図せず

【
現
在
の
受
動
喫
煙
対
策
の
実
施
状
況
別

】

図1-26．今後の受動喫煙防止対策の実施予定（現在の受動喫煙防止対策の実施状況別）
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不明・無回答        
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（14）禁煙や分煙に関すること以外に実施している喫煙対策

問14 貴事業所において、禁煙や分煙に関すること以外にどのような喫煙対策を実施していま

すか。（複数回答可）

　禁煙や分煙に関すること以外に実施している喫煙対策をみると、「ポスターを掲示したり、リ

ーフレットを回覧したりしている」が23.4％で最も多く、続いて「喫煙に関する健康教育・健康

指導を実施している」の22.6％となっている。

ポスターを掲示したり、リーフレットを回覧したりしている

喫煙に関する健康教育・健康指導を実施している

禁煙希望者をサポートする取組をしている

喫煙対策の担当者、担当部署を決めている

喫煙者を雇用しない

禁煙成功者に対して報償金を出している

その他

特に実施していない（※）

不明・無回答

※「その他」の回答の中から「特に実施していない」を独立して設置

図1-27．禁煙や分煙に関すること以外に実施している喫煙対策（N=1,930）
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（15）禁煙や分煙に関すること以外で今後取り組んでみたい喫煙対策

問15 禁煙や分煙に関すること以外で、今後取り組んでみたい喫煙対策はありますか。

（複数回答可）

　禁煙や分煙に関すること以外で、今後の取組意向のある喫煙対策をみると、「喫煙に関する健

康教育・健康指導を実施する」が26.6％で最も多く、続いて「ポスターを掲示したり、リーフレ

ットを回覧したりする」の19.1％となっている。

喫煙に関する健康教育・健康指導を実施する

ポスターを掲示したり、リーフレットを回覧したりする

禁煙希望者をサポートする

喫煙対策の担当者、担当部署を決める

喫煙者を雇用しない

禁煙成功者に対して報償金を出す

その他

特にない（※）

不明・無回答

※「その他」の回答の中から「特にない」を独立して設置

図1-28．禁煙や分煙に関すること以外で今後取り組んでみたい喫煙対策（N=1,930）
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（16）行政に望むこと

問16 職場におけるたばこ対策に関して、国や東京都などの行政へ望むことは何ですか。

（複数回答可）

　職場におけるたばこ対策に関して、行政に望むことをみると、「禁煙や分煙について、法令等

で一律に規制してほしい」が30.3％で最も多く、続いて「受動喫煙による健康への影響について、

都民にもっと知らせてほしい」の26.7％となっている。

禁煙や分煙について、法令等で一律に規制してほしい

受動喫煙による健康への影響について、都民にもっと知らせてほしい

その他

特にない

不明・無回答

職場における受動喫煙防止対策について、参考になる事例を
もっと紹介してほしい

喫煙に関する健康指導や禁煙サポートについて、参考になる事例を
もっと紹介してほしい

受動喫煙防止についての知識や情報が得られる場を
もっと提供してほしい

図1-29．行政に望むこと（N=1,930）
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（17）自由意見

問17 職場における受動喫煙防止対策に関して、ご意見などありましたら、自由に御記入ください。

※文末の（）内は、受動喫煙防止対策の実施状況/業種を示している。

◇　上司の理解について（9件）

・ 社長自身が喫煙者の場合、受動喫煙がいかに害があるものか理解してくれない限り、分煙な

どに取り組むことはむずかしいです。（喫煙場所限定/建設業）

・ 個人的には職場内における喫煙は全面禁止にしたいと思っているが、トップダウンによる判

断しかないと考えます。（空間分煙・屋外排気装置あり/情報通信業）

・ ポスター等を掲示していても、無視して喫煙する人もいる（モラル欠如が見受けられる）。

その人物が自分よりも立場が上である場合は、なかなか注意しづらい。

（建物内全面禁煙/複合サービス事業及びその他のサービス業）

・ 経営層に喫煙者が多いので理解を得にくいです。

（空間分煙・屋外排気装置あり/情報通信業）

◇　対策の強化について（11件）

・ テナントの他の階から煙が上ってくることがあるので、ビル全体で禁煙を考えることが必要

だと思います。（建物内全面禁煙/運輸業、郵便業）

・ 現在、喫煙者は40～50名（率25％）で、年々下がってきてはいますが、全面禁煙にすると、

この人数が屋外（ビル共有の喫煙エリアや側の公園等）に行くことになり、まわりに迷惑に

なると思いますので、もう少し喫煙者が減った（率で15％以下になった）時点で全面禁煙化

を検討したいと思っています。

（空間分煙・屋外排気装置なし/複合サービス事業及びその他のサービス業）

・ 弊社においては、ここ数年の間で分煙に対する意識がかなり高くなった。しかし、業種柄、

派遣社員を含めると相当数の喫煙者がおり、建物内の全面禁煙は困難といわざるを得ない。

そのため、完全分煙を会社の目標としてさらに対策を進めていきたいと考える。

（空間分煙・屋外排気装置あり/卸売業、小売業）

・ 喫煙する側にもしない側にも言い分があるので、その調整をしっかりとしていくこと、また

継続して行っていきたいと思います。（空間分煙・屋外排気装置あり/金融業、保険業）

◇　たばこの販売･値上げについて（18件）

・ 煙の出ないたばこのみの販売が確実だと思います。

（特に対策していない/運輸業、郵便業）

・ 私個人の意見なのですが、たばこ自体確実に体に害があるとわかっているものなので、完全

に喫煙禁止になるような法案、方法をつくってもらいたい。喫煙習慣のない人への害があま

りにも大きすぎるため。（喫煙場所限定/生活関連サービス業、娯楽業）

・ 基本的にはなかなか禁煙できない人が多い上に、職人の楽しみを完全に奪うことはむずかし

いので、喫煙しない側からすれば１箱1,000円くらいにしてやめざるを得ない状況にでもする

しかないのではないかと思います。（空間分煙・屋外排気装置あり/その他）

・ たばこの値上げ幅をもっと大きくすることが受動喫煙防止対策に有効だと思う。

（喫煙場所限定/卸売業、小売業）
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◇　喫煙者の権利について（10件）

・ 非喫煙者ばかりが守られるのではなく、平等に対応してほしい。

（空間分煙・屋外排気装置あり/情報通信業）

・ 喫煙者への配慮も必要ではないか。（建物内全面禁煙/無回答）

・ 受動喫煙防止対策は非喫煙者にとっても喫煙者にとっても、よい対策だと思うが、お互いマ

ナーを守り、尊重することもしてほしい。喫煙する者の権利もあると思う。

（喫煙場所限定/電気・ガス・熱供給・水道業）

◇　喫煙に関する法令について（22件）

・ 法人について、規模別（人員、面積）、業態別の禁煙または分煙の法令化（都条令などによ

る）。（建物内全面禁煙/卸売業、小売業）

・ 法律により決めてもわらわないと、迷惑に感じていても言えなかったり、吸う人のマナーの

悪さに困りはてています。職場内はすべて禁煙にしてほしい。

（空間分煙・屋外排気装置なし/金融業、保険業）

・ 事業所のトップが喫煙者だとなかなか禁煙や分煙の対策に協力してもらいづらいため、いっ

そのこと法令などで規制してほしい。（喫煙場所限定/運輸業、郵便業）

・ 特に設備等に費用をかけられないような事業所の労働環境を改善するためには、事業所内禁

煙等を法令で謳う必要があるように思われる。

（空間分煙・屋外排気装置なし/学術研究、専門・技術サービス業）

・ 弊社のテナントは屋内外禁煙のため、職場内においては問題は起きておりませんが、社員の

社外での喫煙までは関知できておりません。法令等で定めて頂いた方が関心も高まり、健康

増進につながるように思います。（建物内全面禁煙/無回答）

・ 全面禁煙は全従業員の理解、納得を得て進めたく思いますが、現状、喫煙者が40％近くいる

ため、全員の理解を得ることは困難です。本当に全面禁煙にするのであれば、法令等で規制

するしかないと思います。全く禁煙する意思のない方への働きかけ、動機付け方法について、

どのようにしたらよいでしょうか。（空間分煙・屋外排気装置なし/運輸業、郵便業）

◇　対策に関する情報の提供について（7件）

・ 庁舎内の全面禁煙を実施した。庁舎内に空間分煙のための場所が確保できないので、非常階

段を喫煙場所としている。さらなる空間分煙にしたいが、よい方法が知りたい。

（建物内全面禁煙/複合サービス事業及びその他のサービス業）

・ 社員の喫煙率は低くなってきましたが、派遣社員の喫煙率は高いです。古いビルでは改善工

事にも限界があります。低コストで効果的な手法があれば助かります。

（空間分煙・屋外排気装置あり/情報通信業）

・ 分煙が喫煙者にとって立場の悪いものと感じることがあり、職場にとってもよいものか少し

疑問がある。喫煙者がいなくなるということは考えづらいので、「お互いによい環境を」と

思えるような、または意識が変えられるような工夫を提示していただけたらと思う。

（空間分煙・屋外排気装置あり/学術研究、専門・技術サービス業）

・ 全館禁煙に成功した事例の紹介。（空間分煙・屋外排気装置あり/卸売業、小売業）

・ 他事業所がどのような施策をとっているのか参考に知りたいです。また、禁煙希望者のサポ

ートとして実行力（効果的）のあった手法があれば当社にも導入したいと思います。

（空間分煙・屋外排気装置あり/複合サービス事業及びその他のサービス業）
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２　事業所ヒアリング調査

　ヒアリング調査は、アンケート調査の回答事業所のうち、受動喫煙防止対策に自主的に取り組

んでいて、訪問聞き取り調査への同意が得られた５０事業所を対象に実施した。そのうち１２事

業所について、取組事例として個別に掲載している。

　なお、今回ヒアリング調査を行った事業所の業種及び受動喫煙防止対策の実施状況は、以下の

表のとおりである。

建設業

製造業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業、物品貸借業

学術研究、専門・技術サービス業

教育、学習支援業

医療、福祉

その他

　１．受動喫煙防止対策実施のきっかけや経緯

○対策を行うようになった背景やきっかけ

・世の中で話題になってきたから

・従業員からの苦情・要望があったから　

　 ・本社から指示があったから　等

○現在実施している対策に至るまで、どのような経緯を踏んできたか

・トップダウンで進めた

・事務所移転に合わせて実施した　等

　２．対策実施にあたって工夫した点、苦労した点

○ハード面でどのような工夫をしたか

・新たに排気口と排気ダクトを取り付けた

・換気扇を取り付けた　等

○ソフト面でどのような工夫をしたか

・空間分煙を行った上で喫煙可能時間を制限している

・長時間の喫煙を防ぐために喫煙所には椅子を置かないようにしている　等

受動喫煙防止対策の実施状況

空間分煙
(屋外排気あり)

合計業種

2    

6    

建物内
全面禁煙

7    

50    15    35    

1    

1    

1    1    

8    

7    

5    

1    

6    

1    6    5    

合　　計

5    

6    12    

2    2    

1    

3    

4    4    

1    

1    

1    

１．調査対象

２．調査内容と主な回答
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○苦労した点はあるか、ある場合はどのような点か

・排気設備にコストがかかった

・特に苦労はなかった　等

　３．対策を実施してどうだったか

○どのような効果があったか、社内外でどのような評価を受けたか

・喫煙者も非喫煙者も満足している

・喫煙場所が狭い、寒いなどの不満が喫煙者から出ている　等

○現在の課題はどのようなものか

・扉の開閉時に臭いが漏れる

・喫煙室の壁が汚れる　等

　４．その他の喫煙対策

○分煙や禁煙以外にどのような「喫煙対策」を行っているか

・ポスター掲示や冊子配布

・禁煙セミナーや禁煙プログラムの実施　等
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取組事例 １

１．事業所の概要

■業種・事業内容 ： 電子デバイスの研究開発・生産・販売（支社）

■入居建物 ： 平成11年1月竣工の自社ビル。ビルの管理は管理会社に委託。

■従業員数 ： 295名（男女比＝6：4）

■喫煙者割合 ： 平成22年６月時点で約25％（42名：男性 40名、女性 2名）

２．現在の受動喫煙防止対策

【建物内全面禁煙】

喫煙場所は２階の中庭（屋外）に１箇所

就業時間中は喫煙不可

３．対策実施にあたって（経緯、工夫した点、苦労した点等）

・ ビル竣工当初は各フロアに喫煙所あり⇒各フロアの喫煙所を廃止して食堂１箇所のみ喫煙可能に

  ⇒食堂を禁煙にして屋外に喫煙場所を設置⇒労使協議を経て、就業時間内は禁煙に

・ もともと喫煙所を想定した設計ではないが、屋外中庭が喫煙所としてベストスポットと判断。

・ 従業員への周知には苦労している。

・ ルールに素直に従わない人や、「健康は自己責任なので余計な指導は不要」という人がいる。こ

のような人に対しても指導・支援を継続していくのが、会社の使命と考えている。

４．対策を実施をして（効果、現在の課題、今後の予定等）

・ 喫煙場所は非喫煙者があまり行かない場所なので、以前より受動喫煙の機会が減った。

・ 喫煙しにくい環境になったことに加え、禁煙セミナーや産業医面談、禁煙パッチ無料配布等の取

組も後押ししているのか、禁煙者や禁煙希望者が増加している。

（喫煙者率：07年度：35％→08年度 31％→09年度：25％→10年度：21％）

・ 喫煙が認めれれた時間以外にも喫煙してしまう、一部のルール違反者をどう指導するかが課題。

対応策の１つとして出入口を封鎖する案もあったが、委員会で議論をした結果、現状を維持する

ことになった。先ず「ルール厳守を徹底すること」、次に「喫煙者を減らす・ゼロにすること」

の２段階で考えていきたい。

　　【喫煙所（屋外2階中庭）】
　　・灰皿4台、ベンチ2台設置
　　・非常階段が雨よけになっている

　　【喫煙所の出入口】
　　・扉の内側に喫煙可能時間を掲示している
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取組事例 ２

１．事業所の概要

■業種・事業内容 ： 運輸業、宅配便

■入居建物 ： テナント、築は古い（2、30年以上）

■従業員数 ： 50名（男女比＝７：３）

■喫煙者割合 ： ４割（20名弱、主にドライバーが多い）

２．受動喫煙防止対策実施

【建物内全面禁煙】

喫煙場所は屋外に１箇所

３．対策実施にあたって（経緯、工夫した点、苦労した点等）

・ 荷物にたばこの臭いがついてクレームがあり、お客様の目とお客様の事を第一に考えたため。

・ ５年くらい前から車での全面禁煙を実施。

・ 半年前に店の前のお客さま用の灰皿を撤去。

・ 社内ネットを通して、屋内全面禁煙の通達があり、それに従った。

４．対策を実施して（効果、現在の課題、今後の予定等）

・ 部屋全体がたばこ臭くなく、壁も汚れなくて良い。

・ 紙ベースの仕事が多いので、火事の心配もなくなった。

・ 現在、喫煙場所はビルの端にあるが、行くのが面倒だという意見くらいで特に問題はない。

・ 喫煙者がいるので、屋外の喫煙所を撤去することはできないため、今後も現状を維持する予定

である。

　【禁煙チャレンジャー大募集！というポスター】
　※その他に“健康宣言”というポスターも貼って
ある

　　【１階の屋外喫煙場所】
　・屋根なし
　・敷地の隅にベンチがあり、灰皿設置
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取組事例 ３

１．事業所の概要

■業種・事業内容 ： エネルギーシステム事業

■入居建物 ： 平成17年5月入所

■従業員数 ： 150名

■喫煙者割合 ： 25％前後（30～50名）

２．現在の受動喫煙防止対策

【空間分煙（屋外排気あり）】

喫煙場所は1箇所

３．対策実施にあたって（経緯、工夫した点、苦労した点等）

・ 女性社員から、特に自席で吸える環境をどうにかして欲しいという声があがったことがきっかけ。

・ 親会社が完全分煙にしたのに習って、対策を行った。

・ いまの直前の事務所の時に完全空間分煙の形に移行。（さらにその前の事務所では、完全に空間

が区切られていない分煙だった）

・ 喫煙スペースをなくそうという話も出たが、喫煙者から反対意見が出て、スペースを縮小するこ

とで合意した。２２年４月に、４畳分くらいあったスペースを半分くらいにした。

４．対策を実施をして（効果、現在の課題、今後の予定等）

・ 女性社員や煙の臭いが嫌いな社員からは、会社としてよく導入してくれたという印象は持たれて

いる。しかし、喫煙スペースが狭くなり、喫煙者の評判は悪い。

・ 喫煙している時間は休憩をしているのではという意見や、たばこの時間がやたらと長い社員がい

るという意見など、喫煙しない社員から不公平を訴える声があがっている。

・ ２年後を目指して、完全禁煙にしたい。

５．その他の喫煙対策

・ 安全衛生委員会が中心となり、産業医による講習会などを実施している。

　

【喫煙室の様子】
空間を完全に区切るため、パーテーションの上部にボードを貼り付けている。（左の写真）
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取組事例 ４

１．事業所の概要

■業種・事業内容 ： 証券業（支店）

■入居建物 ： テナントだがビルは専用・仕様で建ててもらったと思う。20年ぐらい前。

■従業員数 ： 111名（男女比＝4：6）

■喫煙者割合 ： はっきりはわからないが２割程度。男性中心。

２．現在の受動喫煙防止対策

【空間分煙（屋外排気あり）】

喫煙室は２箇所（５階、８階）

３．対策実施にあたって（経緯、工夫した点、苦労した点等）

・ 分煙は会社全体での取り組み。平成14、15年頃に全社的に分煙の話が出た。それまでは部室内の

各自の席で喫煙していた。

・ 本社から分煙対策をスタートして、順次支店に拡大していった。この支店で喫煙室を設置したの

は、平成16年。給湯室を改築して作った。

・ 支店単独で動く場合は金銭面の苦労はあるだろうが、会社全体で取り組んでいるので障壁はない。

４．対策を実施をして（効果、現在の課題、今後の予定等）

・ 非喫煙者にとって受動喫煙がなくなった。たばこの煙が来ないことは非常に好評と思う。

・ たまに喫煙室の扉の閉め忘れがあるので、臭いや煙が周囲に漏れないように「ちゃんと閉めてく

れ」という話はときどきしている。

・ お互いに気持ちがわかるので、非喫煙者から喫煙場所を無くしてほしい等の意見も今のところな

い。

　

【喫煙室】
・ＥＶ降りた横に設置。事務室へは別
にドアあり。
・大型集煙機１台と天井に換気ダクト
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取組事例 ５

１．事業所の概要

■業種・事業内容 ： ビルのメンテナンス業（営業所）

■入居建物 ： テナント（ビル６階部分）。20年以上経っていると思う。

■従業員数 ： 147名（男性44名、女性3名）

■喫煙者割合 ： 全従業員の半数ぐらいだと思う。男性中心。

２．現在の受動喫煙防止対策

【空間分煙（屋外排気あり）】

喫煙室はフロア内に１箇所

３．対策実施にあたって（経緯、工夫した点、苦労した点等）

・ 机の上に灰皿を置いて喫煙 ⇒ 休憩コーナーにパーテーションで仕切る程度の喫煙スペース

⇒ 本社からの指示により、完全に仕切りのある喫煙室を設置（４年前ぐらい）。

・ 「喫煙スペース」だけの当時は、近くにロッカーがあるため、たばこのニオイが臭いので「完全

に仕切ってほしい」という非喫煙者からの意見もあった。

・ 空調や排気・ダクトを意識しての設置を考えた。

・ 当初は、“囲われる”ことに対して多少の抵抗感、イヤという意識を持つ人が数人いた。現在は、

時流なので違和感、抵抗、反発はない。

・ 部屋を多少大きく作ってあるが、以前は、イスがあり「狭い」との声があっため、その後は、イ

スを撤去した。

４．対策を実施して（効果、現在の課題、今後の予定等）

・ 近くにロッカーがあるが、空間分煙にして喫煙室を設けてからは、たばこ臭さがなくなった。

・ 喫煙室の手前に非喫煙者も使う休憩スペースを設置しているので、喫煙室の扉の開閉時に煙やニ

オイが漏れる。非喫煙者のための休憩スペースになりにくい。

・ ほかにスペースを確保できないため、現時点では場所の移動は考えていない。

　【扉の注意書き】
　・ニオイ漏れ対策として、扉の内外に「扉の開け
放し防止」の注意書きを掲示　【喫煙室】外観（ガラス張り）
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取組事例 ６

１．事業所の概要

■業種・事業内容 ： 情報通信業

■入居建物 ： 自社ビル、昭和40年入居

■従業員数 ： 3,300名（男女比＝7：3）

■喫煙者割合 ： 20％程度と思われる

２．現在の受動喫煙防止対策

【空間分煙（屋外排気あり）】

隔階に喫煙室あり　（従業員数が多いフロアは２箇所）

３．対策実施にあたって（経緯、工夫した点、苦労した点等）

・ 明確にはわからないが、５～６年前から対策がされ、隔階に喫煙室が設けられた。

・ ２年前に環境改善工事（喫煙室に限らずビル全体）を行い、換気面等をさらに向上させようと、

喫煙室を改良した（ダクト類の見直し）。改善工事以前は扉のない喫煙スペースもあり、ニオイ

が気になるという声があった。

・ 数ヶ月前に全喫煙室の排気口の一部を清掃したところ、ヤニの塊が取れ、排気面が改善した。

４．対策を実施をして（効果、現在の課題、今後の予定等）

・ 喫煙場所が少ないことや、喫煙室が狭い（健康面における疑問）ことについて意見があった。

・ 非喫煙者から「自分のフロアだけは禁煙にしてほしい」という要望を受ける（隔階設置のため上

下階の喫煙者が流れてくる）。

・ 働く人やフロアの状況を見ながら、より改善、向上させていきたい。

　

利用上の注意事項の表示（左）
と天井の排気口（上）
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取組事例 ７

１．事業の概要

■業種・事業内容 ： 運輸業

■入居建物 ： 自社ビル、昭和20～30年入居

■従業員数 ： 56名（男女比：男性がほぼ10割）

■喫煙者割合 ： 35％未満

２．現在の受動喫煙防止対策

【空間分煙（屋外排気あり）】

喫煙室は1箇所

３．対策実施にあたって（経緯、工夫した点、苦労した点等）

・ ２年前は区画されていないスペースに集煙器を設置して吸っていた。

・ 世の中で受動喫煙が騒がれており、また、新しい課所長が非喫煙者のため対策を始めた。

・ ドアから煙が漏れて臭うという声があがったので、１ヶ月くらい前にドア横に換気扇を付けて、

煙が全部喫煙室の窓へ（喫煙室のみを通って屋外へ）流れるようにした。

４．対策を実施して（効果、現在の課題、今後の予定等）

・ 喫煙者が気兼ねなく吸えるようになり、非喫煙者や産業医、保健師からも好評を得ている。

・ まだ臭うという意見が出れば、ドア横の換気扇をもう一台加えるか、換気扇のサイズを大きいも

のに取り替えるなどの努力をしていく。

・ 会社の方針や、社会的に必要性があればその都度対応していく。

５．その他の喫煙対策

・ 禁煙外来について、ポスターを掲示して周知している。

　　　　　　（外側）　　　　　　　　　（内側）
　【ドア横の換気扇】
　・ドア付近のニオイがかなり軽減された
　・換気扇の大きさにちょうど合ったダクトを見
つ け、室内側に取り付けた

　【オフィス入口に隣接する喫煙室】
　・１～２か月に一回エコ活動としてｴｱｺﾝ等
すべて掃除する機会に掃除している。
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取組事例 ８

１．事業所の概要

■業種・事業内容 ： 卸売業

■入居建物 ： 自社ビル、入居歴１年未満

■従業員数 ： 30名（男女比＝8：2）

■喫煙者割合 ： 約半数

２．現在の受動喫煙防止対策

【空間分煙（屋外排気あり）】

喫煙場所は1箇所

３．対策実施にあたって（経緯、工夫した点、苦労した点等）

・ 前の事務所では、会議室の１区画に空気清浄機を置き、喫煙場所としていた。会議や食事に使用

する部屋で、吸う人と吸わない人が入り乱れていた。

・ 現在のビルを建設するときに分煙にした。

・ 吸う人と吸わない人の両方を尊重する形で、会社の方針としてこのような対策をとったと認識し

ている。

４．対策を実施をして（効果、現在の課題、今後の予定等）

・ 喫煙者は気兼ねなく吸え、非喫煙者はニオイや煙を吸わなくてすむようになった。

・ 喫煙者は喫煙のためにわざわざ移動しなければならないため、（値上げの影響もあり）ほぼ全員

が本数を減らした。

・ 都内に他営業所が数箇所あるが、これから建て替えるビル全てに必ず喫煙室を設けるという方針

で分煙を手がけている。コストは全て本社が負担している。

５．その他の喫煙対策

・ 建保の取組として禁煙を促すプログラムがあり、達成できると図書券をもらえる仕組みになって

いる。

　　
天井から24時間排気する仕組みになっている。 椅子を置くと長居してしまうので置いていない。
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取組事例 ９

１．事業所の概要

■業種・事業内容 ： アパレル

■入居建物 ： テナント、入居歴５年

■従業員数 ： 650名（男女比＝6：4）

■喫煙者割合 ： 33.5％（女性の喫煙率が高い）

２．現在の受動喫煙防止対策

【空間分煙（屋外排気あり）】

喫煙場所は３フロア中の２フロアに１箇所ずつ

会議室が並んでいるエリアの中に区画された喫煙室を設置

３．対策実施にあたって（経緯、工夫した点、苦労した点等）

・ ８年前はまだどこでも吸えるような状態だったが、受動喫煙が騒がれ始めたため、喫煙室を作っ

た。しかし、屋外排気能力が十分でなく、臭いについての内部からの苦情があったので、外へ排

気するパワーを強くした。

・ 以前のオフィスよりもよくしていこうということが常に議論され、段階的に改善していった。

・ 産業保健センターから機材を借りて、空気環境の測定や粉塵を調べたりしている。

４．対策を実施をして（効果、現在の課題、今後の予定等）

・ 吸う場所が少なくなってきていることによって、トイレや裏で吸ってしまうといったマナー違反

が起こりかねないので、コンセンサスをとりながら進めていくしかないと考えている。

・ 喫煙を認めること自体が問題なのではないかという話が統括産業医から出てきているので、どこ

かで全面禁煙に踏み切らなければならないと考えている。

５．その他の喫煙対策

・ 全社的に、健康保険組合などと合同で保健師の相談窓口を設けるなどして、禁煙のサポートをし

ていくことを考えている。

　【喫煙室の様子】
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取組事例 １０

１．事業所の概要

■業種・事業内容 ： 建築工事の請負及び施工他

■入居建物 ： テナント　引越して4年。

■従業員数 ： 対象支店：71名（男女比＝8：2）

■喫煙者割合 ： 10％ぐらい（7～8名）

２．現在の受動喫煙防止対策

【空間分煙（屋外排気あり）】

喫煙室は12階の１箇所

３．対策実施にあたって（経緯、工夫した点、苦労した点等）

・ 以前のオフィスも空間分煙だったが、現在のテナントに引越してきてからは、現在の喫煙専用ル

ームを設置した。

・ 接客スペースとしての事務室を１室確保するため、別に喫煙室を設置した。

・ 喫煙専用ルームに飲料の自販機を置いていたが、非喫煙者からのクレームがあり、喫煙室外に別

に自販機を設置した。

４．対策を実施して（効果、現在の課題、今後の予定等）

・ 換気装置の性能が良く、煙が室内にこもらず快適。

・ 喫煙室が狭いため、利用者が集中して6名くらいになると窮屈になる。

５．その他の喫煙対策

・ 本社人事部や健康保険組合が禁煙の啓蒙を行っている。

　【喫煙室外観】
　・ドアは一枚しかないが、換気装置の性能が良
いので煙が外に漏れない

　【喫煙室内】
　・大型の灰皿の他に、机の上に小さな灰皿も設置
　・清潔が保たれており、評判が良い
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取組事例 １１

１．事業所の概要

■業種・事業内容 ： 医薬品製造販売

■入居建物 ： 自社ビル、昭和55年に竣工。29年目。

■従業員数 ： 170名（男女比＝2：1）

■喫煙者割合 ： 20％弱（30名ぐらい）

２．現在の受動喫煙防止対策

【空間分煙（屋外排気あり）】

喫煙場所は１箇所

午前中は全面禁煙、禁煙デーも設定

３．対策実施にあたって（経緯、工夫した点、苦労した点等）

・ 対策導入当初は喫煙場所での喫煙時間に制限なし ⇒ ２２年１月から月、水、金曜日だけ喫煙可

能に  ⇒ ２２年１０月から午前中は禁煙に 

・ トップダウンで対策をしなさいと言われた。最終的には社内の喫煙者を０人にすることを目指し

ている。

・ 応接室の灰皿も撤去したので、お客様の対応が懸案事項だったが、お客様の理解も進んでいるの

で問題は出ていない。

４．対策を実施をして（効果、現在の課題、今後の予定等）

・ 世の中の流れなので、自由に喫煙できないことによるクレームはない。

・ 喫煙できる指定期間外は喫煙ルームの電源を抜いて電気を消しているが、それでも入ってたばこ

を吸おうとする人もいる。自主性を重んじているので監視はできない。

・ 一気に進めると批判も出るため、本社を含め全国同時に徐々に全面禁煙に向けて取組を進めてい

る。

　

禁煙時間と禁煙デーの
お知らせ（左）と
禁煙推進のポスター
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取組事例 １２

１．事業所の概要

■業種・事業内容 ： 金融業

■入居建物 ： 自社ビルでない（テナントとして昭和40年から入居等）

■従業員数 ： 110名ぐらい（男女比＝5：5ぐらい）

■喫煙者割合 ： 18％ぐらい（20名ぐらい）

２．現在の受動喫煙防止対策

【空間分煙（屋外排気あり）】

喫煙室は地下に１箇所

３．対策実施にあたって（経緯、工夫した点、苦労した点等）

・ 廊下の片隅に灰皿を設置⇒２年半前の改装の際に、喫煙室を設置

・ 喫煙室の設置には反対があったが、喫煙者もかわいそうという意見があり、空間分煙に落ち着い

た。

・ 一番使用しないスペースということで、地下に喫煙室を設置した。

・ 改装の際に喫煙室を設置したため、コスト面の苦労はなかった。

・ 喫煙室の換気の改善に苦労したが、業者に依頼し、集煙機器の導入及び天井から煙を吸うように

整備した。

・ 社内等への周知は、「（喫煙室を）設置したので利用し、今後は営業の場所での喫煙はしないよ

うに」とアナウンスした。特に抵抗はなかった。

４．対策を実施して（効果、現在の課題、今後の予定等）

・ 喫煙者からは、「追いやられた感じがない」や「非常にリラックスできるスペースがある、イス

なども用意してあるのでよい」と好評である。

・ 若干ドアの開閉による煙の漏れについての意見があるが、今のところ大きな問題としてはとらえ

ていない。

・ 部屋の中で吸うことになったことで、たばこのヤニによる汚れは目に付くようになった。

　【地下の喫煙場所】

　【室内環境】
　・部屋のヤニが壁についている。ソファをどかす
とあとになっている
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３　従業員アンケート調査

対象者抽出方法：従業員調査対象事業所において、任意の従業員10名を抽出

（１）性・年齢

問１ あなたの性、年齢についてお答えください。

①性

　回答者の性別をみると、男性が63.4％、女性が36.5％で、男性の方が多い。

②年齢

　回答者の年齢をみると、「４０～４９歳」が27.1％で最も多く、続いて「３０～３９歳」

（26.5％）となっており、３０代と４０代で５割を超えている。

図3-1．性別（N=1,374）

図3-2．年齢（N=1,374）

不明・無回答
0.1%

女性
36.5%

男性
63.4%

30～39歳
26.5%

50～59歳
19.5%

不明・無回答
0.2%

19歳以下
0.1%

20歳～29歳
17.9%

40～49歳
27.1%

60歳以上
8.6%
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（２）受動喫煙の健康影響の認知度

問２ 受動喫煙（他人のたばこの煙を吸わされること）により非喫煙者は目の痛みや鼻づまり、

頭痛などの不快症状だけに止まらず、肺がんや循環器疾患等のリスクが上昇するとされて

います。このように受動喫煙により健康に悪影響が生じることを知っていますか。

（○は１つ）

　受動喫煙により健康に悪影響が生じることについての認知度をみると、「ある程度知っている」

が80.1％を占め最も多く、続いて「詳しく知っている」（17.4％）となっている。

図3-3．受動喫煙の健康影響の認知度（N=1,374）

不明・無回答
0.1%知らない

2.2%

その他
0.2%

ある程度知ってい
る

80.1%

詳しく知っている
17.4%
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（３）職場における受動喫煙防止対策の現状

問３ あなたの職場における受動喫煙防止対策は、現在、どのようになっていますか。

（○は１つ）

　職場における受動喫煙防止対策をみると、「建物内は全面禁煙」が40.4％で最も多く、続いて

「空間分煙になっていて、喫煙場所は壁やついたて等で区画されている」（39.5％）となってい

る。

図3-4．職場における受動喫煙防止対策の現状（N=1,374）

不明・無回答
1.0%

喫煙場所は決めら
れているが、壁や
ついたて等で区画
されてはいない

11.5%

どこでも吸える
7.6%

空間分煙になって
いて、喫煙場所は
壁やついたて等で
区画されている

39.5%

建物内は全面禁煙
40.4%
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（４）職場における受動喫煙の頻度

問４　あなたは、職場で他の人のたばこの煙を吸うこと（受動喫煙）がありますか。（○は１つ）

　職場での受動喫煙の頻度をみると、「全くない」が37.3％を占めて最も多く、続いて「あまりない」

（24.3％）、ほとんど毎日ある（22.4％）、「毎日ではないがときどきある」（15.9％）の順となって

いる。

　職場における受動喫煙の頻度を、職場における受動喫煙対策の実施状況別にみると、職場で実施して

いる受動喫煙対策が「喫煙場所は決められているが、壁やついたて等で区画されていない」や「どこで

も吸える」といった分煙ができていない事業所では、受動喫煙の頻度が「毎日ある」の割合が高く、「

どこでも吸える」事業所では60.6％と６割にものぼる。

　また、「建物内は全面禁煙」や「空間分煙になっていて、喫煙場所が区画されている」事業所では、

受動喫煙の頻度が「あまりない」「全くない」の割合が高く、「建物内は全面禁煙」の事業所では「全

くない」の割合が51.4％にのぼっている。

Ｎ

  全  体 (1,374)

  建物内は全面禁煙 (555)

  空間分煙になっていて、
  喫煙場所は壁やついた
  て等で区画されている

(543)

  喫煙場所は決められて
  いるが、壁やついたて等
  で区画されてはいない

(158)

  どこでも吸える (104)

※受動喫煙対策の実施状況で「不明・無回答」（N=14）は、作図せず

ある　計 ない　計

図3-5．職場における受動喫煙の頻度（職場における受動喫煙防止対策の現状別）

【
職
場
に
お
け
る
受
動
喫
煙

防
止
対
策
の
現
状
別

】

38.3 61.6

18.3

22.2

33.7

24.1

66.3

77.8

81.7

75.7

22.4

11.4

19.2

60.6

15.9

12.8

14.5

28.5

21.2

24.3

24.3

29.5

8.7

37.3

51.4

36.8

7.0

9.6

49.4 15.2

0.0

0.1

0.2

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど毎日ある 毎日ではないがときどきある

あまりない 全くない

不明・無回答
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（５）職場での喫煙に関して不快を感じる頻度

問５　あなたは職場での他の人の喫煙に関して不快に感じること、体調が悪くなることがありますか。

（○は１つ）

　職場での喫煙に関して不快を感じる頻度については、「全くない」が45.6％を占めて最も多く、続い

て「あまりない」（29.3％）、「たまにある」（16.4％）、「よくある」（8.4％）の順となっている。

　職場での喫煙に関して不快を感じる頻度を、職場における受動喫煙対策の実施状況別にみると、職場

で実施している受動喫煙対策が「喫煙場所は決められているが、壁やついたて等で区画されていない」

や「どこでも吸える」といった分煙ができていない事業所では、受動喫煙に関して不快に感じる頻度が

「よくある」の割合が高く、「どこでも吸える」事業所では21.2％で最も多くなっている。

　また、「建物内は全面禁煙」や「空間分煙になっていて、喫煙場所が区画されている」事業所では、

受動喫煙に関して不快に感じる頻度が「全くない」の割合が高く、「建物内は全面禁煙」の事業所では

「全くない」の割合が54.2％にのぼっている。

Ｎ

  全  体 (1,374)

  建物内は全面禁煙 (555)

  空間分煙になっていて、
  喫煙場所は壁やついた
  て等で区画されている

(543)

  喫煙場所は決められて
  いるが、壁やついたて等
  で区画されてはいない

(158)

  どこでも吸える (104)

※受動喫煙対策の実施状況で「不明・無回答」（N=14）は、作図せず

36.5

74.9

41.1

図3-6．職場での喫煙に関して不快を感じる頻度（職場における受動喫煙防止対策の現状別）
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に
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受
動
喫
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策
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】

24.7

ある　計 ない　計

63.5

22.5

20.4

77.5

58.9

79.1

8.4

6.1

5.7

21.2

16.4

14.2

16.8

23.4

15.4

29.3

24.9

32.4

28.8

45.6

54.2

45.1

26.6

34.6

17.7 32.3 0.0

0.0

0.5

0.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくある たまにある あまりない 全くない 不明・無回答
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（６）職場における受動喫煙防止対策として望むこと

問６ 職場における受動喫煙防止対策として、あなたが望ましいと思うのは次のうちのどれですか。

（○は１つ）

　職場での受動喫煙防止対策として望ましいと思うものについては、「敷地内は屋内も屋外も全面

禁煙」と「建物内全面禁煙（敷地内の屋外に喫煙所を設置）」を合わせると、約５割（51.7％）と

なっている。

図3-7．職場における受動喫煙防止対策として望むこと（N=1,374）

その他
0.6%

建物内空間分煙
（建物内に喫煙場
所を設置して、非喫
煙場所に煙が流れ
ないようにする）

41.9%

わからない
1.7%

対策は必要ない
3.8%

建物内全面禁煙
（敷地内の屋外に
喫煙所を設置）

35.0%

敷地内は屋内も
屋外も全面禁煙

16.7%

不明・無回答
0.3%
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■　職場における受動喫煙防止対策として望むこと（職場における受動喫煙防止対策の現状別）

　職場における受動喫煙対策として望むことを、回答者の職場における受動喫煙対策の実施状況別に

みると、「敷地内は屋内も屋外も全面禁煙」を望ましいとする従業員の割合は、「建物内は全面禁煙」

の事業所において20.7％と最も高い。

　「建物内全面禁煙（敷地内の屋外に喫煙所を設置）」を望ましいとする従業員の割合も、「建物内

は全面禁煙」の事業所において最も高く（55.5％）、５割を超えている。

　また、「建物内は空間分煙（建物内に喫煙場所を設置して、非喫煙場所に煙が流れないようにする）

」を望む従業員の割合は、「空間分煙になっていて、喫煙場所は壁やついたて等で区画されている」

事業所や「喫煙場所は決められているが、壁やついたて等で区画されてはいない」事業所で高くなっ

ている。

　一方、「対策は必要ない」と答えた従業員の割合は、「どこでも吸える」事業所で特に高く

（17.3％）、最も割合が低い「空間分煙になっていて、喫煙場所は壁やついたて等で区画されている」

事業所における2.0％の８倍以上となっている。

Ｎ

  全  体 (1,374)

  建物内は全面禁煙 (555)

  空間分煙になっていて、
  喫煙場所は壁やついた
  て等で区画されている

(543)

  喫煙場所は決められて
  いるが、壁やついたて等
  で区画されてはいない

(158)

  どこでも吸える (104)

※受動喫煙対策の実施状況で「不明・無回答」（N=14）は、作図せず

【
職
場
に
お
け
る
受
動
喫
煙

防
止
対
策
の
現
状
別

】

図3-8．職場における受動喫煙防止対策として望むこと（職場における受動喫煙防止対策の現状別）
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敷地内は屋内も屋外も全面禁煙

建物内全面禁煙（敷地内の屋外に喫煙所を設置）

建物内空間分煙（建物内に喫煙場所を設置して、非喫煙場所に煙が流れないようにする）

対策は必要ない

その他

わからない

不明・無回答
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■　職場における受動喫煙防止対策として望むこと（喫煙習慣の有無別）

　職場における受動喫煙防止対策として望むものを、喫煙習慣の有無別でみると、「敷地内は屋内も

屋外も全面禁煙」を望む従業員の割合は、「吸わない」従業員で最も高く、26.3％となっている。

　「建物内全面禁煙（敷地内の屋外に喫煙所を設置）」を望む従業員の割合は、「以前吸っていたが、

今は吸わない」従業員で最も高く、42.2％となっている。

　「建物内空間分煙（建物内に喫煙場所を設置して、非喫煙場所に煙が流れないようにする）」を望

む従業員の割合は、「吸う」従業員で最も高く、約６割（59.6％）にのぼる。

　「吸う」従業員だけでみても、「敷地内は屋内も屋外も全面禁煙」を望む従業員と「建物内全面禁

煙（敷地内の屋外に喫煙所を設置）」を望む従業員で３割を占め、「建物内は空間分煙（建物内に喫

煙場所を設置して、非喫煙場所に煙が流れないようにする）」の59.6％も含めると、全面禁煙及び空

間分煙の対策を望む従業員は約９割となっている。

Ｎ

  全  体 (1,374)

  吸う (483)

  以前吸っていたが、
  今は吸わない

(256)

  吸わない (628)

※喫煙習慣の有無で「不明・無回答」（N=7）は、作図せず

【
喫
煙
習
慣
の
有
無
別

】

図3-9．職場における受動喫煙防止対策として望むこと（喫煙習慣の有無別）
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敷地内は屋内も屋外も全面禁煙

建物内全面禁煙（敷地内の屋外に喫煙所を設置）

建物内空間分煙（建物内に喫煙場所を設置して、非喫煙場所に煙が流れないようにする）

対策は必要ない

その他

わからない

不明・無回答
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（７）喫煙習慣の有無

問７ あなたは、たばこを吸いますか。（○は１つ）

　現在の喫煙習慣の有無については、「吸わない」が45.7％で最も多く、続いて「吸う」（35.2％）、

「以前吸っていたが今は吸わない」（18.6％）となっている。

　喫煙習慣の有無を、性別でみると、たばこを「吸う」従業員の割合は、男性の従業員で女性の従業

員よりも高く、45.8％と４割を超えている。

　また、男性の従業員では、たばこを「吸う」と「以前吸っていたが、今は吸わない」をあわせた、

喫煙経験率も70.0％と女性よりも高くなっている。

　一方、「吸わない」従業員の割合は、女性の従業員で74.3％と７割を超えている。

Ｎ

　　全  体 (1,374)

　　男性 (871)

　　女性 (501)

※性別で「不明・無回答」（N=2）は、作図せず

【
性
別

】

図3-10．喫煙習慣の有無（性別）
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吸う 以前吸っていたが、今は吸わない 吸わない 不明・無回答
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（7-1）職場での喫煙習慣の有無

（問７で「１．吸う」を選んだ方のみお答えください）

問７－１ あなたは職場でたばこを吸いますか。（○は１つ）

　喫煙者の職場での喫煙状況については、「職場で吸う」が最も多く、９割を占め、「吸わない

（営業・外回りが多いため、職場では吸わない場合を含む）」は１割に満たない。

（7-2）職場での喫煙本数

（問７－１で「１．職場で吸う」を選んだ方のみお答えください）

問７－２ あなたは職場にいる間、１日平均何本ぐらいたばこを吸っていますか。

　職場で喫煙する喫煙者に職場で吸うたばこの数について聞いてみると、「10～19本」が最も多

く、42.8％となっている。続いて「１～９本」（29.4％）、「20本以上（26.9％）となっており、

10本以上吸う喫煙者が７割近くにのぼる。

図3-11．職場での喫煙習慣の有無（ｎ=483）

図3-12．職場での喫煙本数（ｎ=435）

吸う
90.1%

吸わない（営
業・外回りが多
いため、職場で
は吸わない場
合を含む）

9.5%

不明・無回答
0.4%

２０本以上
26.9%

不明・無回答
0.9%

１０～１９本
42.8%

１～９本
29.4%
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（7-3）職場で主に喫煙する場所

（問７－１で「１．職場で吸う」を選んだ方のみお答えください）

問７－３ あなたが職場で最も多く喫煙する場所はどこですか。（○は１つ）
*喫煙のために職場の敷地を出る場合は、職場の近隣を含む

　職場で喫煙する喫煙者に職場で主に喫煙する場所について聞いてみると、「事業所内の定められ

た喫煙場所」が最も多く、６割を超えている。続いて「事業所の敷地内の屋外」（24.6％）、「自

席」（6.9％）となっている。

図3-13．職場で主に喫煙する場所（ｎ=435）

自席
6.9%

事業所近隣の路上
（定められた喫煙
スペース以外）

0.2%

その他
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事業所近隣の公園
0.0%

事業所近隣の
喫煙スペース

3.7%

事業所の敷地内の
屋外

24.6%
事業所屋内の定め
られた喫煙場所

60.7%

事業所近隣の
喫茶店等

0.5%

不明・無回答
0.7%
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（８）禁煙意欲の有無

（問７で「１．吸う」を選んだ方のみお答えください）

問８ 禁煙をしたいと思いますか。（○は１つ）

　喫煙者に禁煙したい意向の有無について聞いてみると、「この１ヶ月以内に禁煙する予定」

（14.9％）、「今後６ヶ月以内に禁煙しようと考えているが、１ヶ月以内に禁煙する予定はない」

（17.2％）、「禁煙したいが、今後６ヶ月以内に禁煙しようとは考えていない」（29.8％）をあわ

せた、禁煙意向のある人の割合は61.9％となり、６割を超えている。

　一方で、「禁煙するつもりはない」喫煙者も35.0％にのぼっている。

（９）節煙意欲の有無

（問７で「１．吸う」を選んだ方のみお答えください）

問９ たばこの本数を減らしたいと思いますか？

　喫煙者にたばこの本数を減らす意向があるかどうかを聞いてみると、「減らしたい」が67.1％を

占め、「減らすつもりはない」の29.8％を大きく上回っている。

図3-14．禁煙意欲の有無（ｎ=483）

図3-15．節煙意欲の有無（ｎ=483）

今後６ヶ月以内
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ていない
29.8%

禁煙するつもりは
ない

35.0%
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減らすつもりはな
い

29.8%
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（10）禁煙サポート等の要望の有無

（問７で「１．吸う」を選んだ方のみお答えください）

問10　禁煙をサポートするような取組を会社で行ってほしいと思いますか。（○は１つ）

　喫煙者に禁煙をサポートする取組を会社で行ってほしいかどうかを聞くと、「思わない」が76.8％

を占め、「思う」の20.5％を大きく上回っている。

　禁煙サポート等の要望の有無を、禁煙意欲の有無別でみると、禁煙をサポートするような取組を会

社で行ってほしいと「思う」従業員の割合は、「この１ヶ月以内に禁煙する予定」の従業員で最も高

く、38.9％となっている。

Ｎ

全  体 (483)

　　禁煙するつもりはない (169)

　　禁煙したいが、今後
　　６ヶ月以内に禁煙
　　しようとは考えて
　　いない

(144)

　　今後６ヶ月以内に禁煙
　　しようと考えているが、
　　１ヶ月以内に禁煙する
　　予定はない

(83)

　　この１ヶ月以内に
　　禁煙する予定

(72)

※禁煙意欲の有無で「不明・無回答」（N=15）は、作図せず

【
禁
煙
意
向
の
有
無
別

】

図3-16．禁煙サポート等の要望の有無（禁煙意欲の有無別）
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（11）保険適用の禁煙治療の認知度

（問７で「１．吸う」を選んだ方のみお答えください）

問11 平成18年４月から禁煙のための治療に健康保険が適用されるようになっていますが、この

ことを知っていましたか。（○は１つ）

　保険適用の禁煙治療については、喫煙者の半数が「知らなかった」と回答している。

図3-17．保険適用の禁煙治療の認知度（ｎ=483）

不明・無回答
2.3%

知らなかった
50.1%

知っていた
47.6%
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（12）自由意見

問12 職場における喫煙対策に関して、御意見などありましたら、自由にお書きください。

※文末の（）内は、職場における受動喫煙防止対策の現状/性別・年代を示している。

◇　分煙について（25件）

・ 事務所ではできれば分煙をしてほしい。禁煙をしている人、今後しようと思っている人が、分

煙をしないとできないのでは。（どこでも吸える/男性30～39歳）

・ 職場はいろいろな人が集まっているので、喫煙は建物の外が望ましい。外にスペースがとれな

いなら、仕切られた喫煙スペースを確保するのがよいと思う。

（建物内全面禁煙/女性30～39歳）

・ 非喫煙者にとって受動喫煙は深刻な問題です。快適な職場環境や業務効率向上のため、分煙の

徹底を推進していくべきです。（建物内全面禁煙/男性40～49歳）

◇　喫煙者について（25件）

・ 分煙もいいが、喫煙時間に仕事ができない、つまりその分が休憩時間となってしまう事を考え

ると、期間を与えて禁煙させるなどの対策も必要かと思う。（建物内全面禁煙/男性30～39歳）

・ 昨年度、ようやく建物内全面禁煙となったが、それ以前は空間分煙のため受動喫煙状態であっ

た。屋外の所定の場所でのみ喫煙可能となった不便さにもかかわらず、喫煙者数は減少してお

らず、その近辺を通過する際には受動喫煙をしてしまう。喫煙者に対し、喫煙の害（受動喫煙

の害含む）、禁煙のメリット、経済効果の教育を行い、禁煙のサポート体制を構築すべきだと

考えます。（建物内全面禁煙/女性40～49歳）

・ 就業時間中はベランダで吸っているが、就業時間前後は休憩室で吸って灰皿も置きっぱなしで、

灰が散らばっている。マナーをきちんと守るようにしてほしい。

（建物内全面禁煙/女性60～69歳）

・ 管理職がきちんと禁煙を徹底させる。喫煙以外に体を休める方法を考える。社内で禁煙対策の

アイテムを配る。（空間分煙・区画なし/女性20～29歳）

◇　職場における対策についての評価（36件）

・ 建物内全面禁煙ができているのでそれで十分だと思います。敷地内まで全面禁煙にして喫煙者

の権利を一方的に奪ってしまうのは行き過ぎなような気がします。

（建物内全面禁煙/男性40～49歳）

・ 室内において空間分煙をとっていますが、問題もあり。①設計上の問題だが臭いの漏れが一部

ある。②喫煙のための離席が目立つ者もあり、連絡が円滑にできないこともある。③喫煙室内

の管理が不十分な部分がある（吸い殻の始末、ごみ・ライターの放置）。④防火上の責任体制

が明確でない（複数部屋共同使用のため）。⑤役員等、一部席で喫煙する場合の処理問題、ペ

ール缶の配置等。（空間分煙・区画あり/男性50～59歳）

・ 現在の職場では吸う人がきちんとマナーを守っているので、お互い気持ち良く過ごすことがで

きます。（建物内全面禁煙/女性30～39歳）

・ 喫煙場所は情報交換の場になり、ここでの会話が有益という声もあります。分煙されていれば

喫煙室を設けることはよいように思います。（空間分煙・区画あり/男性50～59歳）

・ ニオイなどまわりに配慮してもらえれば、特に禁煙にする必要はないかと思います。

（空間分煙・区画あり/男性20～29歳）
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◇　職場における対策についての不満（30件）

・ 屋外で喫煙してきた人が部屋に戻ってきても臭いが残っていてつらいときがある。しかしたば

こを吸うことがストレス解消になっている人もいると思うので、何ともしがたい。

（建物内全面禁煙/女性40～49歳）

・ 喫煙モラルが低すぎて困る。使った灰皿そのまま、灰を散らかしそのまま、吸ってはいけない

所で吸う、休憩時間以外にも頻繁にたばこを吸いに行くなど。

（空間分煙・区画なし/男性40～49歳）

・ 当社は完全に空間分煙となっているため、よい環境が保たれていると思います。ただ、頻繁に

喫煙ルームにいる社員を見ていると、１ヶ月の累計で見るとかなりの休憩時間数になると思わ

れるのですが、そのことが公然と認められているという印象を受けます。程度の問題ですが。

（空間分煙・区画あり/女性40～49歳）

・ 喫煙所が出入り口付近なので、通るたびに受動喫煙になってしまう。建物内全面禁煙であって

も、ほとんど意味がない。（建物内全面禁煙/女性30～39歳）

◇　建物内全面禁煙について（22件）

・ 建物内全面禁煙に加えて、屋外の喫煙場所を公共の場と隔離して通行人の受動喫煙を防止する

工夫が必要。（空間分煙・区画あり/女性20～29歳）

・ 喫煙室は設置されているが、その部屋を掃除する方のことを考えると建物内は禁煙が好ましい。

（空間分煙・区画あり/女性30～39歳）

・ 全面禁煙希望。役員の大半は喫煙者ということで喫煙ルームが会社に存在するが、このような

決め方で喫煙ルームを設けたことがナンセンス。もっと社員の意見も聞いて喫煙ルームの是非

を論じてほしい。（空間分煙・区画あり/男性30～39歳）

◇　敷地内全面禁煙について（11件）

・ 喫煙場所は座席から離れた場所に区画されているため、たばこの煙を吸うことはないが、やは

りたばこを吸ってきた人が隣の席に戻ってきて仕事を始めたりすると、その煙が体についた臭

いで不快な気分になるので、たばこを吸わない立場から言わせていただくなら、職場での喫煙

は全面禁止としてほしい。（空間分煙・区画あり/女性50～59歳）

・ 勤務時間内は敷地内の屋外でも全面禁煙に。（建物内全面禁煙/女性50～59歳）

◇　喫煙場所の設備について（13件）

・ 部屋の完全禁煙を実施すれば理想であるが、喫煙場所がなくむずかしい現状である。部屋のス

ペース構造上完全な分煙室化がむずかしいため、効率のよい換気扇を設置して、スクリーンに

よる簡易分煙室としての利用、また、時間帯による禁煙の実施。

（空間分煙・区画なし/男性60～69歳）

・ 屋内喫煙場所の排気口の場所にも注意が必要（屋外の人がよく通る通路に面していることがあ

るため）。（空間分煙・区画あり/女性30～39歳）

・ 近年、建物内でも禁煙もしくは隔離された状態の分煙が多いため、煙にアレルギー症状をもつ

者としては助かっている。喫煙者が雨ざらしの中吸うという光景も見られるので、屋外でも屋

根ぐらい（パラソルでも）は設置するよう配慮できれば、よりよいかと思う。

（建物内全面禁煙/女性30～39歳）

・ 喫煙場所で吸ってきた人が体に臭いをつけて帰ってくるので臭い。喫煙場所を出るときにニオ

イも取れるものがほしい。（建物内全面禁煙/女性40～49歳）
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Ⅲ．調　査　票



アンケートへの御協力のお願い

　東京都では、職場における受動喫煙防止対策の現状等を把握するため、総務省の事業所・企業統計

調査に基づく事業所名簿から無作為に選んだ都内の事業所約４，０００事業所を対象に、下記の調査

機関に委託して、禁煙・分煙等の取組についてアンケート調査を実施させていただくことになりました。

　アンケートの結果は、多様な事業所の実情を踏まえた、今後の東京都の施策の参考にさせていただ

きたいと存じますので、お忙しい中恐れ入りますが、御協力をよろしくお願い申し上げます。

　御回答の内容については、本調査の目的のみに使用し、貴事業所の取組について、事業所名等が特

定される形で公表することはありません。

　なお、御回答の中から、特に参考にさせていただきたい受動喫煙防止の取組について、後日ヒアリ

ング調査をお願いする場合がございます。その場合は、事前に調査員から御連絡いたしますので、御

協力よろしくお願い申し上げます。

■アンケート記入上の注意点

 　設問により、選択肢から１つだけ選んで○を付けるもの、複数に○を付けるもの、数字を記入する

　ものなどがありますので、設問文の指示に従って御回答をお願いします。

　 本アンケートの御礼として、些少ながら粗品（ボールペン）を同封させていただきましたので、

　御査収いただければ幸いです。

■アンケートの提出方法と提出期限

　 御記入が終わりましたら、同封の返信用封筒（切手不要）に入れて、

平成２２年　９月１７日（金曜日）までに　郵便ポストに投かんしてください。

■お問合わせ先

【アンケートの記入方法に関しては…】

： 株式会社　綜合企画

： 東京都台東区浅草橋１－７－２　岩崎ビル４階

： ０３－５８２９－６２０３

： ０３－３８６６－１６２１

： 平日　10時～17時

： 杉本、石田、大森
当社は、財団法人日本処理開発協会から個人情報を適切に取り扱っていると認定された事業者です。

（プライバシーマーク使用許諾者）

【調査目的に関しては…】

： 東京都 福祉保健局 保健政策部 健康推進課 健康推進係

： ０３－５３２１－１１１１（都庁代表）　内線３２－８５３

または０３－５３２０－４３５６（直通）

： 平日　10時～17時

： 高島、仁平

http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/kenkou/kenko_zukuri/tk_jouhou/index.html

「職場における受動喫煙防止対策に関するアンケート」

（事業所向け調査票）　東京都福祉保健局

住 所

調査実施 機関

 　このアンケートは、受動喫煙防止対策を担当されている方（総務御担当者など）に御記入をお願いします。

電 話

ファ クシ ミリ

問い合わせ時間

担 当

調査 実施 主体

問い合わせ時間

担 当

電 話
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問１ 貴事業所の業種は次のどれですか。（主な業種を一つ）

1. 　鉱業、採石業、砂利採取業
2. 　建設業
3. 　製造業
4. 　電気・ガス・熱供給・水道業
5. 　情報通信業
6. 　運輸業、郵便業
7. 　卸売業、小売業
8. 　金融業、保険業
9. 　不動産業、物品貸借業

10. 　学術研究、専門・技術サービス業
11. 　宿泊業、飲食サービス業
12. 　生活関連サービス業、娯楽業
13. 　教育、学習支援業
14. 　医療、福祉
15. 　複合サービス事業及び上記以外のサービス業
16. 　その他（ ）

問２ 貴事業所の常時労働者数（正社員、契約社員、パートタイム労働者含む）は何人ですか。

合計 人

男性 人

女性 人

問３ 貴事業所の形態は次のうちどれですか。 （○は１つ）

1. 　事務所・営業所 2. 　工場・作業所
3. 　輸送センター・配送センター　 4. 　その他（ ）

問４ 貴事業所の敷地・建物の管理形態は次のうちどれですか。 （○は１つ）

1. 　自社ビルで自社所有の屋外敷地あり
2. 　自社ビルで自社所有の屋外敷地なし(又はほとんどなし)
3. 　自社ビルでない（テナントとして入居等）
4. 　その他（ ）

問５ 貴事業所の喫煙者率（喫煙習慣のある人の割合）はおおよそ次のどれくらいですか。

（○は１つ）

1. 　喫煙者はいない 2. 　20％未満
3. 　20％以上40％未満 4. 　40％以上60％未満
5. 　60％以上80％未満 6. 　80％以上
7. 　わからない
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問６ 受動喫煙（他人のたばこの煙を吸わされること）により非喫煙者は目の痛みや鼻づまり、

頭痛などの不快症状だけに止まらず、肺がんや循環器疾患等のリスクが上昇するとされて

います。このように受動喫煙により健康に悪影響が生じることを知っていますか。

（○は１つ）

1. 　詳しい内容を知っている 2. 　ある程度知っている
3. 　知らない 4. 　その他（ ）

問７ 厚生労働省が設置した「職場における受動喫煙防止対策に関する検討会」により、｢労働者

の受動喫煙の機会を低減させることは、事業者の努力義務ではなく、義務とすべきである｣

とする報告書が平成22年5月に発表されたことを知っていますか。 （○は１つ）

1. 　内容も含め知っている
2. 　発表されたことは知っているが内容はよく知らない
3. 　知らない
4. 　その他（ ）

問８ 貴事業所における受動喫煙防止対策は、現在、どのようになっていますか。

（○は１つ）

1. 　建物内*は全面禁煙　＊テナントの場合は自社占有部分の屋内

⇒問９へ ←ベランダ等

屋内

2. 　空間分煙で、屋外排気装置*を設置した喫煙場所がある
　（喫煙場所は独立した部屋、又はついたて等で区画された状態の場合）

　＊たばこの煙を屋外へ排出する装置（換気扇等）

⇒問10へ

　屋外排気装置

3. 　空間分煙で、ついたて等で区画されているが屋外排気装置のない喫煙場所がある
　（空気清浄機等を設置している場合を含む）

⇒問10へ

4. 　喫煙場所を限定している
　（喫煙場所は壁やついたてで区画されていない）

　＊ソファや観葉植物などで区画している場合を含む 非喫煙場所に煙が流れる

⇒問10へ

5. 　特に対策をしていない（どこでも吸える） ⇒問10へ
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（問８で「１．建物内は全面禁煙」を選んだ事業所のみお答えください）

問９ 自社所有の屋外（敷地内）での喫煙場所を制限していますか。 （○は１つ）

1. 　屋外も全面禁煙（敷地内禁煙）
2. 　屋外での喫煙場所を指定している
3. 　屋外（敷地内）では喫煙場所を制限せず、どこでも吸える
4. 　自社所有の屋外部分はない

（問８で「２．屋外排気装置ありの空間分煙」「３．屋外排気装置なしの空間分煙」「４．喫煙場所限定」

「５．対策していない」のいずれかを選んだ事業所のみお答えください）

問10 建物内を全面禁煙にしていない理由は何ですか。（複数回答可）

1. 　経営トップの理解・指示がない
2. 　事業所内の合意が得られない　　
3. 　自社ビルでないため自社の判断で禁煙にできない（ﾃﾅﾝﾄ等）
4. 　来客者が多く協力を求めるのが難しい　
5. 　分煙ができているので、建物内を全面禁煙にする必要を感じない
6. 　その他（ ）

（問８で「３．屋外排気装置なしの空間分煙」「４．喫煙場所限定」「５．対策していない」のいずれかを選んだ

事業所のみお答えください）

問11 屋外排気装置のある喫煙場所を設けて空間分煙を行っていない理由は何ですか。

（複数回答可）

1. 　経営トップの理解・指示がない
2. 　事業所内の合意が得られない
3. 　建物の構造やスペースの問題で、屋外排気装置を設置することができない
4. 　屋外排気装置を設置する資金がない
5. 　自社ビルでないため自社の判断でできない（ﾃﾅﾝﾄ等）
6. 　どのように実施すればよいのか分からない　　
7. 　実施する必要を感じない
8. 　その他（ ）

（問８で「１．建物内は全面禁煙」または「２．屋外排気装置ありの空間分煙」を選んだ事業所のみお答えくだ

さい）

問12 実施されている受動喫煙対策について

① 対策を実施した理由又はきっかけは何ですか。（複数回答可）

1. 　従業員の健康を守るのは事業主の責務であると思ったため
2. 　報道などで世の中の流れを感じて、必要だと思ったため
3. 　従業員から苦情・要望があったため
4. 　顧客や来客者からの要望があったため
5. 　本社の方針のため
6. 　入居しているビルの方針のため
7. 　その他（ ）

問12へ

問13へ
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② 実施にあたって、工夫が必要だったのはどのような点ですか。工夫した内容も具体的に教えて

ください。（複数回答可）

1. 　経営トップの説得に関すること

（例：法令や社会の情勢を挙げて説明した）

2. 　事業所内の合意に関すること

（例：衛生委員会や独自の対策組織で検討した）

3. 　喫煙室又は喫煙コーナーを設ける際の建物の管理権限や構造・スペースに関すること

（例：テナント同士で意見をまとめて、ビルのオーナーに要望した）

4. 　上記以外に関すること

③ 対策を実施した結果はいかがでしたか。

（複数回答可）

1. 　従業員から好評を得た
2. 　社外から好評を得た
3. 　喫煙するのが不便になったという苦情があった
4. 　対策をもっと進めてほしいという意見があった
5. 　従業員のうち喫煙者が減少した
6. 　従業員が喫煙のために離席する回数が減った
7. 　建物外で喫煙することにより周囲から苦情があった
8. 　その他（ ）

9. 　特に変化はない
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（全員の方へ）

問13 貴事業所において今後実施する予定の受動喫煙防止対策は、どのようなものですか。

（○は１つ）

1. 　建物内*は全面禁煙　＊テナントの場合は自社占有部分の屋内

←ベランダ等

屋内

2. 　空間分煙で、屋外排気装置*を設置した喫煙場所がある
　（喫煙場所は独立した部屋、又はついたて等で区画された状態の場合）

　＊たばこの煙を屋外へ排出する装置（換気扇等）

　屋外排気装置

3. 　空間分煙で、ついたて等で区画されているが屋外排気装置のない喫煙場所がある
　（空気清浄機等を設置している場合を含む）

4. 　喫煙場所を限定している
　（喫煙場所は壁やついたてで区画されていない）

　＊ソファや観葉植物などで区画している場合を含む 非喫煙場所に煙が流れる

5. 　特に対策を予定していない

問14 貴事業所において、禁煙や分煙に関すること以外にどのような喫煙対策を実施していますか。

（複数回答可）

1. 　喫煙対策の担当者、担当部署を決めている
2. 　ポスターを掲示したり、リーフレットを回覧したりしている
3. 　喫煙に関する健康教育・健康指導を実施している
4. 　禁煙希望者をサポートする取組をしている
5. 　禁煙成功者に対して報償金を出している
6. 　喫煙者を雇用しない
7. 　その他（ ）
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問15 禁煙や分煙に関すること以外で、今後取り組んでみたい喫煙対策はありますか。

（複数回答可）

1. 　喫煙対策の担当者、担当部署を決める
2. 　ポスターを掲示したり、リーフレットを回覧したりする
3. 　喫煙に関する健康教育・健康指導を実施する
4. 　禁煙希望者をサポートする
5. 　禁煙成功者に対して報償金を出す
6. 　喫煙者を雇用しない
7. 　その他（ ）

問16 職場におけるたばこ対策に関して、国や東京都などの行政へ望むことは何ですか。

（複数回答可）

1. 　受動喫煙による健康への影響について、都民にもっと知らせてほしい
2. 　受動喫煙防止についての知識や情報が得られる場をもっと提供してほしい
3. 　職場における受動喫煙防止対策について、参考になる事例をもっと紹介してほしい
4. 　喫煙に関する健康指導や禁煙サポートについて、参考になる事例をもっと紹介してほしい
5. 　禁煙や分煙について、法令等で一律に規制してほしい
6. 　その他（ ）

7. 　特にない

問17 職場における受動喫煙防止対策に関して、ご意見などありましたら、自由に御記入ください。

（御回答いただいた方にお聞きします）

本アンケートに御回答いただいた方の連絡先について、御記入をお願い申し上げます。

御記入いただいた個人情報は、調査に関する御連絡にのみ使わせていただきます。

 貴社名

 所在地
〒　　　ー

 御記入者の部署

 連絡先電話番号  ＦＡＸ番号

※本アンケートの御回答の中から、参考にさせていただきたい取組について、後日ヒアリング調査への

　御協力をお願いする場合がございます。その場合は、事前に調査員から御連絡いたしますので、御協

　力のほど、よろしくお願い申し上げます。

以上でアンケート調査は終了です。御協力どうもありがとうございました。
同封の返信用封筒（切手不要）に入れて、９月１７日（金）までに
郵便ポストに投かんしていただきますようお願い申し上げます。

 御記入者名
 （差し支えなければ）
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アンケートへの御協力のお願い

　東京都では、職場における受動喫煙防止対策の現状等を把握するため、総務省の事業所・企業統計

調査に基づく従業員名簿から無作為に選んだ都内にある事業所の従業員約４，０００人を対象に、下

記の調査機関に委託して、禁煙・分煙等の取組についてアンケート調査を実施させていただくことに

なりました。

　アンケートの結果は、多様な事業所の実情を踏まえた、今後の東京都の施策の参考にさせていただ

きたいと存じますので、お忙しい中恐れ入りますが、御協力をよろしくお願い申し上げます。

　御回答の内容については、本調査の目的のみに使用し、あなたの事業所やあなた御自身について、

事業所名や個人が特定される形で公表することはありません。

■アンケート記入上の注意点

 　設問により、選択肢から１つだけ選んで○を付けるもの、複数に○を付けるもの、数字を記入するもの

　などがありますので、設問文の指示に従って御回答をお願いします。

■アンケートの提出方法と提出期限

　 御記入が終わりましたら、この調査票をアンケート回収用封筒に入れて、
　 配布した御社の担当者に、

　平成２２年　９月１７日（金曜日）までに　お渡しください。

■お問合わせ先

【アンケートの記入方法に関しては…】

： 株式会社　綜合企画

： 東京都台東区浅草橋１－７－２　岩崎ビル４階

： ０３－５８２９－６２０３

： ０３－３８６６－１６２１

： 平日　10時～17時

： 杉本、石田、大森
当社は、財団法人日本処理開発協会から個人情報を適切に取り扱っていると認定された事業者です。

（プライバシーマーク使用許諾者）

【調査目的に関しては…】

： 東京都 福祉保健局 保健政策部 健康推進課 健康推進係

： ０３－５３２１－１１１１（都庁代表）　内線３２－８５３

または０３－５３２０－４３５６（直通）

： 平日　10時～17時

： 高島、仁平

http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/kenkou/kenko_zukuri/tk_jouhou/index.html

ファクシミリ

問い合わせ時間

担 当

調査実施主体

問い合わせ時間

担 当

電 話

電 話

「職場における受動喫煙防止対策に関するアンケート」

（従業員向け調査票）　東京都福祉保健局

住 所

調査実施機関
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問１ あなたの性、年齢についてお答えください。

①性 （○は１つ）

1. 　男性 2. 　女性

②年齢 （○は１つ）

1. 　19歳以下 2. 　20歳～29歳 3. 　30～39歳
4. 　40～49歳 5. 　50～59歳 6. 　60歳以上

問２ 受動喫煙（他人のたばこの煙を吸わされること）により非喫煙者は目の痛みや鼻づまり、頭痛

などの不快症状だけに止まらず、肺がんや循環器疾患等のリスクが上昇するとされています。

このように受動喫煙により健康に悪影響が生じることを知っていますか。 （○は１つ）

1. 　詳しく知っている 2. 　ある程度知っている
3. 　知らない 4. 　その他（ ）

問３ あなたの職場における受動喫煙防止対策は、現在、どのようになっていますか。

（○は１つ）

1. 　建物内*は全面禁煙　＊テナントの場合は自社占有部分の屋内

←ベランダ等

屋内

2. 　空間分煙になっていて、喫煙場所は壁やついたて等で区画されている

3. 　喫煙場所は決められているが、壁やついたて等で区画されてはいない

4. 　どこでも吸える 非喫煙場所に煙が流れる

問４ あなたは、職場で他の人のたばこの煙を吸うこと（受動喫煙）がありますか。

（○は１つ）

1. 　ほとんど毎日ある 2. 　毎日ではないがときどきある
3. 　あまりない 4. 　全くない

問５ あなたは職場での他の人の喫煙に関して不快に感じること、体調が悪くなることがありますか。

（○は１つ）

1. 　よくある 2. 　たまにある
3. 　あまりない 4. 　全くない
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問６ 職場における受動喫煙防止対策として、あなたが望ましいと思うのは次のうちのどれですか。

（○は１つ）

1. 　敷地内は屋内も屋外も全面禁煙
2. 　建物内全面禁煙（敷地内の屋外に喫煙所を設置）
3.
4. 　対策は必要ない
5. 　その他（具体的に： ）

6. 　わからない

問７ あなたは、たばこを吸いますか。 （○は１つ）

1. 　吸う ⇒問７－１へ
2. 　以前吸っていたが、今は吸わない
3. 　吸わない

（問７で「１．吸う」を選んだ方のみお答えください）

問７－１ あなたは職場でたばこを吸いますか。 （○は１つ）

1. 　吸う ⇒問７－２、問７－３へ
2. 　吸わない（営業・外回りが多いため、職場では吸わない場合を含む）⇒問８へ

（問７－１で「１．職場で吸う」を選んだ方のみお答えください）

問７－２ あなたは職場にいる間、１日平均何本ぐらいたばこを吸っていますか。

１日平均 本くらい

（問７－１で「１．職場で吸う」を選んだ方のみお答えください）

問７－３ あなたが職場で最も多く喫煙する場所はどこですか。

*喫煙のために職場の敷地を出る場合は、職場の近隣を含む （○は１つ）

1. 　事業所屋内の定められた喫煙場所
2. 　事業所の敷地内*の屋外　＊テナントの場合は自社占有部分
3. 　自席
4. 　事業所近隣の喫煙スペース
5. 　事業所近隣の路上（定められた喫煙スペース以外）
6. 　事業所近隣の公園
7. 　事業所近隣の喫茶店等
8. 　その他（ ）

⇒問12へ

　建物内空間分煙（建物内に喫煙場所を設置して、非喫煙場所に煙が流れないようにする）
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（問８～11までは、問７で「１．吸う」を選んだ方のみお答えください）

問８ 禁煙をしたいと思いますか。 （○は１つ）

1. 　禁煙するつもりはない
2. 　禁煙したいが、今後６ヶ月以内に禁煙しようとは考えていない
3. 　今後６ヶ月以内に禁煙しようと考えているが、１ヶ月以内に禁煙する予定はない
4. 　この１ヶ月以内に禁煙する予定

問９ たばこの本数を減らしたいと思いますか？ （○は１つ）

1. 　減らしたい 2. 　減らすつもりはない

問10 禁煙をサポートするような取組を会社で行ってほしいと思いますか。 （○は１つ）

1. 　思う 2. 　思わない

問11 平成18年４月から禁煙のための治療に健康保険が適用されるようになっていますが、このこと

を知っていましたか。 （○は１つ）

1. 　知っていた 2. 　知らなかった

問12 職場における喫煙対策に関して、御意見などありましたら、自由にお書きください。

以上でアンケート調査は終了です。御協力どうもありがとうございました。
回収用封筒に入れて、９月１７日（金）までに

配布した御社の担当者にお渡しいただきますようお願い申し上げます。
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